
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

19世紀東アジアにおけるヨーロッパ国際法の受容
（完） : 結論と著作目録

韓, 相煕
北京大学法学院 : 副教授

https://doi.org/10.15017/10793

出版情報：法政研究. 74 (4), pp.294-235, 2008-03-19. Hosei Gakkai (Institute for Law and
Politics) Kyushu University
バージョン：
権利関係：



資　料

19世紀東アジアにおけるヨーロッパ国際法の受容（完）

　　　　　　　　　　　一結論と著作目録一

韓 相　煕

一、総合的評価

　以上のように、「19世紀東アジアにおける国際法の受容」に関する日中韓の学者の

研究は、日本では1920年代、中国では1930年代、そして韓国では1970年代から長期

にわたって行われてきた。その結果、数多くの研究実績が蓄積されると同時に、研

究の範囲およびその深さが日々増している。これらの研究の結晶として、書籍が出

版されるケースも増え、日本では、すでに1920年代には、尾佐竹猛により『国際法

より観たる幕末外交物語』（一九二六年）が出版され、それ以外にも、1970年代に入

り一又正雄によって『日本の国際法学を築いた人々』（一九七三年）が出版されてい

る。申国と韓国でも、日本よりは遅れてはいるものの、最近になって研究成果がf書

籍」として出版されるケースが増えている。例えば、中国では、2001年に野際によ

って《国防法輸入与晩清中国》が出版されている。それだけでなく、最近、中国で

は特に若手学者の研究が「爆発」している。韓国でも、金容九の『世界観衝突の国

際政治学：東洋の礼と西洋の公法毒（一九九七年）、金世民の『韓国近代史と萬国公

法』（二〇〇二年）、そして日本で出版された徐賢鰹の『近代朝鮮の外交と国際法受

容』（二〇〇二年）を含めると、三冊の本がすでに出版されており、博士論文もいく

つか提出されている。また、この研究に参加している学者の専攻も、国際法学、政

治学、外交史、法制史、歴史学、人文科学など、多様化している。このテーマに関

する日中韓三ヶ国の学者の研究は、これからもますます深化していくことが期待さ

れる。

　一方、「19世紀東アジアにおける国際法の受容」に関する日中韓三ヶ国の学者の研
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究を調べた結果、各国の学者達により長期にわたってなされてきた研究について、

それぞれの国の研究を貫くような大きな議論が各国で各々に存在していることが分

かった。即ち、日本では「国際法が自然法として日本へ受容されたか」という問題、

中国では「中国にヨーロッパ国際法を最初に紹介したのは誰か」という問題および

「品題良はなぜ『萬国公法忍を翻訳したのか」という問題そして韓国では、「（国

際法の受容に）なぜH本は成功し、朝鮮は失敗したのか」という問題および「国際

法が最初に伝来したのはいつなのか」という問題を申心に議論がなされてきた。こ：

れらの議論を中心として、「！9世紀東アジアにおける国際法の受容」に関して各国で

議論がなされてきたが、これらの議論には、各国に共通する以下のような流れがあ

る。すなわち、問題が提起され、答えが探求され、その答えが支持・共有され、「通

説jとして定着し、また、その「通説」に反論が提起され、「通説」が修正され、そ

の修正が支持され、新しい「通説」が形成されて定着する、といった流れで、各国

の議論がなされてきたわけである。

　ここで一つ興味深い点は、この三ヶ国の学者の議論の「方向性」をみると、意外

にも相当の類似性があるということである。即ち、三ヶ国とも、「国際法の受容」の

プロセスにおける自国の姿について、従来は「マイナス・イメージ」を持っていた

のが、徐々に「プラス・イメージ」を持つようになってきているということである。

　まず、H本の学者達は従来、噛然法としての国際法が受容され、宇内の公法・天

理・天道などの形而上学的な規範と混同され、万国公法の内容も知らず西欧諸国と

不平等条約を締結してしまったという、消極的で愚かなjff本のイメージを持って

いたが、「自然法か否かにあまり執着せず、目の前に山積している懸案を解決するた

めに、実用性のある国際法知識を積極的に身につけ、迅速に成長していく」日本の

イメージを「再発見」しているのである。

　また、申国の学者達も従来は、晒欧帝国主義の手先であるマーチンにより『萬国

公法』が翻訳され、それを武器として西欧の侵略が激しくなっているにも関わらず、

中華秩序の伝統観念にこだわり、ll萬国公法護に興味も見せない、非現実的で哀れな」

清国というイメージを持っていたが、「西欧帝国主義の収奪と申華秩序の束縛という

厳しい状況の中にあって、宣教師マーチンの翻訳した『萬国公法2をいち早く体得

し、これを対外戦略の一環として利用していくために尽力している」清国のイメー
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ジを「再発見」している。

　そして韓国の学者達も従来は、「劣っていた日本でさえ「乱国公法」の受容に成功

したのに、朝鮮は、事大秩序観念から離れられず、時代の急激な変化も把握できず、

「萬国公法」の理解もできず、それを学ぼうともせず、結局β本に舎併されていく、

という消極的で無能なll朝鮮のイメージを持っていたが、「西欧の圧力、清国の変心、

日本の圧迫といった、一渇先も分からない状況の中にあって、自国が生き残るため

に「萬国公法」を必死に学び、現実に積極的に対応していく」朝鮮のイメージを「再

発見」しているのである。

　以上のように、三ヶ国とも、「19世東アジアにおける国際法の受容」というプロセ

スにおいて、自国に対する「マイナス・イメージ」を修正し、新しく「プラス・イ

メージ」を「再発見」している。そしての二つのイメージを繋げる「架橋」または

「媒介」の役割として、日本では「自然法」が、申国では「マーチン」が、そして

韓国では「日本」が選択されたのである。このような「プラス・イメージ」が「真

実」（ig世紀に本当に存在した姿）に近いものなのか、それとも、三ヶ国とも、自己

主義的であり、自国に有利な「解釈」を学者達が作り出したのかは分からない。こ

れに対する判断は、本稿の射程と、私の能力をはるかにこえるものであろう。

　しかし、なぜ、三ヶ国では、同じものではなく異なるもの、例えば噛然法」、「マ

ーチン」、「日本」が各々選択されたのかに関しては、以下のような二つの理由があ

るのではないかと考えられる。

　まず、日本と他のこ国（中国・韓国）は、「！9世東アジアにおける国際法の受容」

の問題に関する基本的な「立場」が異なる、という点を指摘しなければならない。

即ち、日本の学者達の議論は、受容の「成功」を前提に行われるが、申国と韓国の

学者達の議論は、受容の部分的または全面的f失敗」を前提にして行われるのであ

る。それ故、中国では、「西洋により強要された受容」とか「受容されたのは真の国

際法ではなく不平等条約である」といった認識が、そして韓国では「日本の成功と

韓：国の失敗」とか「国際法の受容の失敗と近代外交の挫折」といった認識が、各々

の国の学者達に長い間共有されている。そして、彼らの議論の対象は、彼らが共有

しているこのような認識の中から、選択・採用されざるを得なかったというのがそ

の一つの理由である。
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　もう一つの理由は、このテーマの研究に参加した学者達の専攻に関係する。即ち、

この議論を主導する学者達は、各々が関心をもつ問題を提起し、それに対して議論

を行ったということである。例えば、日本では、初期から一貫して国際法学者が議

論の中心に立っていた。それ故、「自然法」の議論が可能であったのであろう。もし

彼らが国際法を専攻としていなかったならば、おそらく他の問題が提起され、議論

されたに違いない。また、中国では、王鉄崖のような国際法学者もいたが、具体的

な議論は、多くの場合歴史学者を中心としてなされてきた。韓国においても、李漢；

基のような国際法学者が最初から問題の提起をしたとはいえ、全体的にこの議論を

主導していたのは、外交史（国際関係史）・国際政治学の学者達であった。そのため、

中国と韓国では「自然法」の議論はあまり盛り上がらず、その代わりに、「マーチン

の翻訳の動機や背景」や「最初の受容」といったテーマを中心として議論がなされ

ることになったのではないかと考えられる。

　より単純化すれば、上記の二つの理由により、『萬国公法』の受容について、三ヶ

国が同じテーマを設定せずに、日本の学者達は『萬国公法』の「性質」に、中国の

学者達は『萬国公法』の紹介または翻訳の「主体」に、そして韓国の学者達は（日

本との関係を意識しながら）『萬国公法』の伝来の「時期」にこだわって、各々議論

を行ってきたのではないかと思われる。しかし、日中韓三ヶ国でこのように「異な

る」議論が長く行われてきているが、上記の通り、三ヶ国とも「国際法の受容」の

プ1セスにおける自国の姿が「マイナス・イメージ！から「プラス・イメージ」の

方向へ向かって来ているという相当に「類似した」結果を見せているのである。

二、今後の課題

　いずれにせよ、本稿の準備をしているうちに私が今後の課題として見出したもの

は、極めて平凡なものである。即ち、我々の研究をより深化させるためには、学際

間の、そして国境を越える学者たちの対話が今後より積極的に行われるべきである

ということ、そして、我々が当然のこととして信じている前提、仮説、通説を、再

度、批判的な観点から振り返ってみるべきであるということである。最後に、これ

らの問題に関して幾つかの点を指摘しておきたい。
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　第一に、R9世紀東アジアにおける国際法の受容」というテーマの研究には、多く

の異なる専門分野の学者達が参加している。勿論、これはかなり肯定的に評価でき

ることであろう。しかし、このテーマは基本的に「国際法」の受容に関する問題で

ある。従って、国際法学者が積極的に参加しない場合には、国際法の「内容」に関

する議論が正しくない、あるいは歪曲される可能性が非常に高いということである。

特に、現在の中国と韓国でこのような現象が著しく見られるように思われる。国際

法の観点から見れば問題のある、または間違っている解釈ないし意見が、適切な根

拠のないまま提示され、それが若手の学者達にf引用」、「孫引き」されているので

ある。このような問題を解決するためには、国際法学者達のより積極的な参加が何

よりも必要だと思われる。また、逆に、国際法学者のみが参加する場合も、国際法

の「受容」のさまざまな側面をカバーできなくなる。従って、参加する学者達の専

攻の面において、バランスの取れた研究が最も望ましいと考えられる。

　第二に、このテーマを研究している学者達の国際交流も非常に重要であろう。学

者達によりなされた研究著作の、国家を超えた影響は、我々が推測するよりもはる

かに強い。これは本稿で扱った「国際法が自然法として受容された」という日本の

「通説」をめぐる議論からも分かることである。即ち、「国際法が自然法として受容

された」という日本での「通説」が、日本の学者の著作およびXs9の著作を通じて、

中国と韓国の学者に驚くべき影響を及ぼしている。1970年代に入ってからは、霞本

ではすでにこの「通説」に対する反論が提示され、その内容が修正されていくにも

関わらず、他国ではその後もそのまま引用され、自国に適用しようとする試みがあ

った。このような問題の解決には、三ヶ国の学者達の、より全面的な国際交流が何

よりも大きく貢献するのではないかと思われる。

　第三に、学者達の国際交流が重要なもう一つの理由は、資料を共有する必要があ

ることである。現在三ヶ国の学者が所有する資料が共有されれば、このテーマにつ

いての研究がはるかに成熟するものと思われる。何年か前に、日本のある学会で、

『国際公法誌』（ハングルと漢文混用）という著作が新しく発見されたという報告が

なされたことがある。私が本稿執筆のために資料収集を行っているうちに、偶然に、

この著作に関して、韓国の学者と中国の学者がすでに『国際公法誌』についての問

題提起をしていたということが分かった。その韓国の学者は、この著作に関して、
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二つの論文で説明を行っている。巖初の論文では、「『国際公法誌』は確かに、日本

の学者の著作を誰かが韓国で翻訳したものであるが、原著が日本のどの著作かは分

からない」としている。二番冒の論文は、哨本の著作を翻訳しているのに、申国の

表現が相当入っているのはおかしい」と述べている。また、中国の学者の論文では、

「これは、日本の著作が中国で翻訳されたものである」とされている。私は、この

r国際公法誌』という著作は、日本の著作を中国人が翻訳したものを、再び韓国で

韓国人が翻訳した可能性が非常に高いと考える。このような問題も、三ヶ国の学者

が資料を共有しながら議論をすることによって、すぐに解決できるものであろう。

　第四に、この論文を準備しながら、私が感じた研究上の最大の問題は、「ヨーロッ

パ公法の性格」と「中華秩序の内容」に対する我々の理解と墓本的な知識がはるか

に足りないのではないかという点である。「ヨーロッパ公法の性格」と「中華秩序の

内容」に対する十分な理解がなければ、「19世東アジアにおける国際法の受容」とい

うテーマの研究には当然大きな制約が生ずることになる。特に、「ヨーロッパ公法の

性蜘に関しては、その「道具性」のみがあまりにも強調され、その一回忌がヨー

ロッパ公法の全てであるように理解されている。これは、コインの一面だけを研究

しているものだと言っても過言ではない。！9世紀東アジアでは、国際法は、ヨーロ

ッパ諸国の侵略の武器・道具としての機能のみを果たし、ヨーロッパ諸国が逆に国

際法により制約されたことは一切なかっただろうか。また、坤華秩序」に関する我々

の理解もあまりにも曖昧で浅い。特に、「中華秩序」の内容に関する三ヶ国の学者達

の理解には、多くの食い違いがあるように感じられる。「！9二三アジアにおける国際

法の受容1の問題をより深く考察していくためには、「ヨーロッパ公法の性格」と「中

華秩序の内容」に対して我々が持っている、既存の前提、仮説、そして通説をもう

一度徹底的に再分析および再評価する必要があると考えられる。

おわりに

　日中韓の三ヶ国の学者達は、ヂ19世紀東アジアにおける国際法の受容jの問題に対

してすでに長い問研究を重ねている。

　日本ではすでに1920年代から、中国では1930年代から、そして韓国では1970年代
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から始まり、様々な角度からこの問題を扱ってきた。彼らは、現在も、昼夜を問わ

ず尽力し、新しい資料を発掘、整理、分析し続けているのである。

　本稿は、このテーマに関して、日中韓三ヶ国の学者がどのような研究を行ってき

たのか、そしてその研究を通じてどのような問題が提起され、いかに議論されてき

たのかを考察することを目的とした。但し、本稿は、紙幅の制約と私の能：カの限界

により、これらの問題に対する三ヶ国の学者の研究業績の全てを細部にわたって検

討することは避け、それぞれの国の研究を貫くような大きな議論が各々の国家に存

在していたのか、そしてもし存在していたとするならばそれはどのようなものであ

ったのかを分析することにより、このテーマに対して日中韓三ヶ国の学者が幅広く

共有していた「問題意識」の内容を調べることを試みた。

　その結果、日本では「国際法が自然法として日本へ受容されたか」という問題、

中国では坤国にヨーロッパ国際法を最初に紹介したのは誰か」という問題および

「丁題良はなぜ『萬国公法gを翻訳したのか」という問題、そして韓国では、「（国

際法の受容に）なぜ日本は成功し、朝鮮は失敗したのか」という問題および「国際

法が最初に伝来されたのはいつなのか」という問題を中心に議論がなされてきたこ

とが分かった。

　もっとも興味深いことは、このようにして発掘された膨大な資料や研究が、三国

とも異なる解釈を行うために使われているという点である。19世紀に東アジアで現

れた現象の「真の姿」（tr騒tk）は一つであるはずであろうが、それに対して三力国

は各々異なる解釈をしている。そして、同じ一国内でも、ある時期に「通説」とし

て入々に支持され定着したものが、時を経るに従って変化してゆく。そうであると

すれば、「！9世紀東アジアにおける国際法の受容」に関しては、三島国ごとに、そし

て時期毎に異なる無数の「イメージ」が存在し、これからもそうであるのではなか

ろうか。

　しかし、このような現実に屈服してはならない。「19世紀東アジアにおける国際法

の受容」というテーマに関して、三力国の学者達が行ってきた研究が、「真実」（19

世紀に本当に存在した姿）に近いものなのか、それとも、三ヶ国ともが自己主義的

であり、自国に有利な解釈を学者達が作り出したのかは、現段階ではまだ断定でき

ない。ただ、今後我々が出来ることは、自己主義的解釈を乗り越え、19世紀の東ア
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ジアに存在していた「真実」を追究するために、学際問・国家間交流をより活発に

行うと同時に、我々が当然のこととして信じている研究上の事実、前提、仮説、通

説を、再度、批判的な観点から振り返りながら、不断の研究と対話を続けていくこ

とであろう。

「19世紀東アジアにおけるヨーロッパ国際法の受容」に関する

　　　　　　　　　　　　　主な著作目録

、概観

　この塔作目録」は、「！9世紀東アジアにおけるヨーmッパ国際法の受容」に関し

て書かれた日本、中国、韓国の学者達の著作を整理したものである。多くの著作は、

本論文の（一）、（二）、（三）で引用された著作と重複するが、ここではそれらの著

作の旧次」まで整理・翻訳し、各々の論文の中で扱われている内容が一鐸で分か

るよう心がけた。作成方式は以下の通りである。

1．年度順に整理しているが、複数の著作を発表している学者の著作は、年度に関

　係なく…箇所に載せた。

2．韓国の学者の著作は、翻訳可能な限り日本語に訳した。ただ、タイトルは韓国

　語とEii本語の訳を併記した。翻訳が困難な場合やそれが不可能な場合は、ハング

　ルをそのまま載せた。

3．中国の学者の著作は、翻訳をせずにそのまま載せた。

4．もともと目次がない著作（特に中国の著作に多い）は、譲次を新しく作らずそ

　のまま載せた。また、本稿と直接関係のない著作や、同じ著者の著作で内容が重

　慰する部分は、適宜目次を省略した。

5．引用方式は可能な限り各国の方式に従った。ただし、同じ学者の場合は、「

　　　」を使用した。

6．著作目録作成の便宜上、原著の目次番号の付け方を変更したものが一部ある。
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7　日中韓三ヶ国の中の一ヶ国の学者の著作が、その他の二国を扱っている場合は、

その学者の国籍国の中に分類した。

8　日中韓三ヶ国以外の国の学者による英語の著作は、その著作が対象にしている

国の一番後ろに載せた。

9　順番は、日本、申国、韓国の順である。

二、日本

高橋作衛、「日本における国際法の進歩」『国際法雑誌』第三省二号（1904年）。

　　　　、「明治時代に於ける国際法研究の発達（一）一（五）」『法学協会雑誌』第

　　　　三〇巻第十号、十一号、十二号、第三一巻第四号、五号（！9！2年、1913年）。

　　　　：一・、普佛戦争の際に於ける本邦局外中立法規の研究、二、白露：奴隷船ギマ

　　　　リャ・ルーヅ」号事件、三、清佛事件の際に於ける局外中立法の研究、四、

　　　　条約改正と国際法研究の進歩、（一）如何なる有様に条約を改正すへきかの

　　　　研究、（二）条約改正と国法編纂、（三）条約改正と激論条約加盟、五、日

　　　　五日露二戦役と国際法の発達

尾佐竹猛、「幕末における国際法」『法学志林』第十六巻第六、七、八、九号（1914

　　　　年）。

　　　　　一、主権の所在、二、外交機関の待遇、三、局外中立、四、榎本軍の行

　　　　動

　　　　、『維新前後に於ける立憲思想．li文化生活研究会G925年）。

　　　　、『国際法より観たる幕末外交物語S文化生活研究会（1926年）。

　　　　：一、国際法の研究、二、主権者、三、外交官、四、条約、五、局外中立、

　　　　六、居中調停、七、戦争、付録：（一一）、生麦事件の真相、（二）小栗上野介

　　　　の遺物、（三）幕末における海外使節の話、（四）甲鐵艦問題と陸奥宗光

　　　　、『国際法より観たる幕末外交物語』（第二版）邦光堂（1930年）。

　　　　　増補：一、徳川幕府と佛蘭西との密約に就て、二、佛人モンブラン新説

　　　　書、三、外交上より観たる江戸城明渡

　　　　、『近世日本の国際観念の発達』共立社（1932年）。
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　　　　　一一、国体の自覚と国際観念、二、国際場裡への進出、三、萬国公法思想

　　　　の移入、四、世界地理書の普及、五、遣使使節、六、海外貿易、七、開国

水府太郎、「日本の国際法学者」『外交』第二省第四号、五号（1916年）。

吉野作造、「明治初期政治学関係文献概罰『国家学会雑誌』第三九巻十二号（1925

　　　　年）。

　　　　、「明治初期政治学関係文献解題（一）」『国家学会雑誌』第四〇省第四号（1926

　　　　年）。

　　　　、「我国近代史における政治意識の発生」『政治学研究（二塑岩波書店（1927

　　　　年）。

　　　　　一、問題の意義、二、「公道」の観念、三、「公道」観念の引援を促した

　　　　事情、（一）加藤弘蔵著『交易問答3、（二）建白上書、（三）排外思想の由

　　　　来、（四）対外的状勢の一面、四、「公道」観念の幽幽に便宜なりし事情、

　　　　（一）虚誕普通の法、（二）丁心良の『萬国公法』、（三）當年の公法観、（四）

　　　　神道家の公法観、五、開国方針の宣明、六、結論

大平善梧、「国際法学の継受」『拓殖大学論集』第七省第一号（1936年）。

　　　　　一、国際法の研究、二、明治政府樹立と開国

　　　　、「国際法学の移入と性法論」『一橋論叢』第二巻第四号（1938年）。

　　　　、「三つの開国」『現代法学の諸問題』勤気書房（1952年）。

　　　　　一、三つの開国、二、第一の開国一大陸文化の摂取の態度一、三、第二

　　　　の開国一一欧米文化の受容の態度一、四、第三の開国一日本の世界観再建の

　　　　態度一

　　　　、「日本の国際法の受容」『商学討究灘第四巻第三号（1953年）。

　　　　　一、鑓本の開港と国際法、二、日本における国際法研究の端初、三、明

　　　　治維新と国際法

藤田東一郎、「西周の軍入用国際法」塗明治文化』第十三巻第八号（1940年置。

横雷喜三郎、峨国に於ける国際法の研究」『東京帝国大学学術大観、法学部・経済

　　　　学部』（1942年）。

　　　　（Yokota　Kisabure），　“lnterwationttl　Adjudicatieit　and　JapaR”，　The　fmpanese　z〈lnnscesl

　　　　ofinternationnt　Laev，　No．17　（1973）e
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　　　　　　　　　：勲rod戯i鵬（1）Pre－Russo－Ja脚ese　Waf　Pefied，（2）Period　betweε簸

　　　　　　　　Russo－japanese　War　aRd　World　War　g，　1．　The　Reasoxs　3apait’s　Attitude

　　　　　　　　became　Negative，　2．　The　Number　of　Arbitratien　Treaties　concluded　by　japanis

　　　　　　　　very　smail，　3．　The　Negative　Characteristics　ef　AdjgdicatieR　Treaties　coitcluded

　　　　　　　　by　Ja降，4．　The　Adjttdicatioit　Treatles　were　conciuded　based　oR　the　Political

　　　　　　　　Metives，　（a）　The　Treaty　with　the　U．S．A．，　（b）　The　Afbitration　and　judiciaa

　　　　　　　　SettlemeRt　Treaty　with　Switzerland，　（c）　judicial　Settlemeitt　Treaty　with　tke

　　　　　　　　Netherlands，5Ja脚opposed宅蝕e‘℃ptio認Cla賢se”，（3）After・World・War　9，

　　　　　　　　1．　Acceptaitce　of　eptionaE　Cgagse，　2．　Actual　Atterr｝pt　te　submit　Disptites　te　tke

　　　　　　　　Internationai　Ceurt　of　Justice，　（a）　The　1）ispute　with　Agstfali3　cencerning　the

　　　　　　　　Pearl　Sheels　fishing　ix　the　Arafura　Sea，　（b）　Dispates　with　Korea　coitcerniitg

　　　　　　　Sovereignty　ever　Takeshim3　lsiand，　（c）　Dispute　with　New　Zeagand　concexRing

　　　　　　　癒eFis撫9

信夫淳平、「我国に於ける戦時国際法の発達」『国際法外交雑誌』第四二巻第一号（1943

　　　　　　　　年）。

　　　　　　　　（Shinebu　junpei），‘‘Viclssitudes◎撫ter麟曼。簸a旦Law　l鑑ぬe臨dem藪istory　of

　　　　　　　Japan”，『国際法外交雑誌』第五〇巻第二号（1951年）。

　　　　　　　　：（1）亙ntroduction，（2）So懸e翫。沁rs　w錘。墾蓼ive　i搬pe撫s　to　its　DeveloP搬e幾，1。

　　　　　　　Awake癌g　of　tぬe　S蝕◎9羅ate　Govε撒m磁，2．　Treublesome　questioits　reXatin9

　　　　　　　宅。　NeSkragity：the　StGitewa至l　Case，3。　Strug9夏e　for　E（茎雛a蕪ty　v～r誌難　Ocdde蒸宅乏嚢

　　　　　　　Nations　through　Revisioft　of　Treaties，　4．　Experieitces　in　the　Wafs　iit　which

　　　　　　　Japait　was　eitgaged，　5．　Lectures，　Writings　3nd　ether　Cukur3g　Activities　by　Law

　　　　　　　Scholars，6。　Part量cipa宅io霊in　Pr麺。圭pa1亙就ematio漁a至C（）RfereRce　connected　with

　　　　　　　the　Law　of　Nations，　（3）　CoRclusiofl

YUichi　Takan◎，“lnteritati◎謡Law－Deve豊OP盈髄宅。餓s　Resea曲i上農脚”，勲鋤醗

　　　　　　　Scievece遜～eview，・Lau　and汽諺露露s，　No。4（1953）、

KKriyama　Shigerg，　“Kistorical　Aspects　of　the　Progress　of　lnterRatioma1　Law　iR　japait”，

　　　　　　　Theノ砂anese　Annual　offnternational　Law．　No．i　（ag57）．

植田捷雄、「臼本の近代化と蟹際法：特に中国との比較において」『紀要日本近代史
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　　　　学（一）』（1958年）。

Yasuo　lshimoto，　“lnternationai　Arbitration　in　the　Meiji　Era”，　The　fapanese　Annual　of

　　　　International　Law，　No．7　（1963）．

　　　　：　（1）　IRtrodgction，　（2）　The　INxiaria　Luz　Case：　Japan－Pervi，　（3）　The　Peiho　Case：

　　　　Japan－United　States，　（4）　The　japanese　ffmrxiigrants　Case：　Japan－Kawaii，　（5）

　　　　Japanese　House　Tax　Case：　Japan－Great　BritaiR，　Germaity，　France

筒井若水・錦部知也、「国際法」『ジュリスト学説！00年史』ジュリスト第四〇〇号（1968

　　　　年）。

　　　　：はじめに、一、明治時代、（一→幕末から明治二十八年まで、（二）明治

　　　　二十八年忌ら明治の終わりまで、二、大正時代、三、昭和時代（第：二次世

　　　　界大戦前）、四、昭和時代（第二次世界大戦後）

住吉良入、「西欧国際法学の日本への移入とその展開」『法律論叢』第四二巻第四・

　　　　五・六合併号（1969年）。

　　　　：一、はじめに、二、万国公法に関する文献の移入、（一）丁題良の万国公

　　　　法とその関連和訳、翻訳本、（二）欝本における原典翻訳書、三、初期国際

　　　　法学の認識と展開、四、むすびに

　　　　、rHenry　Wheaton，　ElemeRts　of　International　Law，1836．丁踵良（WA．0．

　　　　Martin）万国公法一巻（同治三年、1864）、瓜生三寅・交道起源一名万国公

　　　　法全書一号（慶応四年、1867）」『法律論叢』第四四巻第二・三合記号（1970

　　　　年）。

　　　　、「明治初期における国際法の導入」窪国際法外交雑誌』第七一巻第五・六

　　　　合併号（1973年）。

　　　　：一、前提とすべき問題について、二、万国公法に関する文献の移入、（一）

　　　　慶応四年の出版本について、（二）明治初期における翻訳、注釈本、（三）

　　　　その他の関連する書物、三、丁題良と性法の導入について

　　　　．　rJohit　Peter　Stern，　The　Japanese　IRterpretation　of　the　“Law　ef　Nations”，

　　　　1854－a874，　PriRceton　Jn　lversity　Press，1979，　xiv＋172PP．」『国際法外交雑誌』

　　　　第七九巻第五号（1980年）。

伊藤不二男（lto　FujiG），“One　｝｛undred　Years　of　lntematioRal　Law　Studies　iit　3apan”，　The
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　　　　fmpanese　Annual　offnternational　Law，　No．i3　（1969）．

　　　　：　（1）　lts　introductieft　during　the　］N（｛eiji　Era，　（2）　lts　Development　during　the

　　　　Sino－Japanese　and　the　Russo－Japanese　Wars，　（3）　lts　Develepment　during　the

　　　　EarXy　2eth　Century，　（4）　Its　Devegopment　since　Werid　Wair　X

　　　　、「近代日本法思想史：国際法」『近代日本法思想史大系（第七省）』（！979

　　　　年）。

　　　　：一、開明期における翻訳書による国際法の理解、（一）留学生の派遺、（二）

　　　　恵頓著・丁題良訳『万国公法』、（三）その他の翻訳書、（四）この時期にお

　　　　ける国際法の理解、二、明治中・後期における日清戦争と日露戦争に関す

　　　　る国際法の実証的研究、（一）国際法に対する関心の向上、（二）日清戦争

　　　　と霞露戦争に関する国際法の実証的研究、（三）ウェストレーキなどのヨー

　　　　ロッパの国際法学者の影響、三、明治後期から大正における国際法の体系

　　　　的研究、（一）国際法の体系書、（二）欧米の国際法学者の影響、四、昭和

　　　　における国際法の基本的研究と特殊研究、←一）基本的な研究、（二）世界

　　　　的傾向の反映、（三）特殊研究

Otsuk3　Elirohiko，　“Japan’s　Earky　Encowwter　with　the　Concept　of　the　‘Law　of　Nations”’，

　　　　The　fmpanese　Annual　oflnternational　Lffw，　No．13　（1969）．

　　　　：　（1）　lntroductien，　（2）　international　Law，　（3）　Sovereign，　（4）　Treaties，　（5）

　　　　Extraterriteriaiky，　（6）　Neturality，　（7）　Succession　of　External　Debt

田岡良一、「西周助il万国公法』」『国際法外交雑誌』第七一巻第一号（1972年）。

　　　　　一、表題の説明、二、オランダ留学、三、本書の内容、目次、四、泰西

　　　　公法という語、五、述語創造の苦心

一又正雄、「明治及び大正初期における日本国際法学の形成と発展：前史と黎明期

　　　　『国際法外交雑誌』第七一巻第五・六合併号（！973年）。

　　　　　一、前史、（一）四先覚者の明治時代、1．西周、2．津田真道、3．箕

　　　　作麟祥、4．福地源…郎、（二）明治初期の政府要人の国際法観、（三）お

　　　　回外国入の役割、二、黎明期の時代的背景と先覚者、（一）時代的背景一日

　　　　本国際法学勃興の導火線となった諸問題、（二）黎明期の先覚者、1．鳩山

　　　　和夫、2。穂積陣重、3．東京大学における国際法教育、（四）霞ヶ関の先

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（74－4－282＞　！064
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　　　　駆者たちとデニソン、1．小村寿太郎、2。原敬、3．安達峰一郎、4．

　　　　デニソン

　　　　、『日本の国際法学を築いた人々』日本国際問題研究所（1973年）。

　　　　1一、前史、（一）四先覚者の明治時代、1．西周、2。津田真道、3．箕

　　　　作麟祥、4．福地源一郎、（二）明治初期の政府要人の国際法観、（三）お

　　　　雇外国人の役割、1．ジュ・ブスケ、2。ペシャイン・スミス、3．ボア

　　　　ソナード、4．ロエスレル、5．ピゴット、6．パテルノストロ、二、黎

　　　　明期の時代的背景と先覚者、（一）時代的背景一日本国際法学勃興の導火線

　　　　となった諸問題、1．函館戦争と局外中立、明治新政府の承認、2．ハワ

　　　　イ行き日本労働者間題、3．民法戦争の際における局外中立、4．蕃社事

　　　　件、5．マリア・ルス号事件、6．朝鮮問題、7。清仏事件の際における

　　　　局外中立問題、8．条約改正問題、9．ラヴェンナ号事件、IG．日清戦争、

　　　　ll．日露戦争、12．日韓：関係、13．中国革命と内乱、（二）黎明期の先覚者：

　　　　L，鳩山和夫、2．穂積二重、〈三）東京大学における国際法教育、（四）

　　　　霞ヶ関の先駆者たちとデニソン、i．小村寿太郎、2．原敬、3．安達峰

　　　　一郎、4．デニソン、三、専攻国際法学者の誕生、（一）千賀鶴多郎、（二）

　　　　有賀長雄、（三）寺尾享、（四）高橋作衛、（五）中村進午、四、国際法学会

　　　　の創立と育成、（一）山闘三良と立作太郎と山川端夫、1．山田三良、2．

　　　　立作太郎、3．山川端夫、（二）国際法学会の創立、（三）『国際法雑誌』の

　　　　創刊、（四）国際法学会の活動と関連事業、1．月例会合、2．国際法協会

　　　　日本支部の創立、3．国際連盟協会設立の支援、4．グローチウス名著出

　　　　版三百年記念懸賞論文の募集、5．国際法法典編纂研究委員会、五、日本

　　　　国際法学の推進者、（一）織田満、（二）信夫淳平、（三）遠藤源六、（四）

　　　　松田道一、（五）長岡春一、（六）菊池駒次、（七）松原一雄、（八）板倉車

　　　　造、（九）杉村陽太郎、（十）蜷川新、（十一）高柳賢三、（十二）泉哲、（十

　　　　三）大沢章、（十四）深井英五．（十五）その他：尾佐竹猛、恒藤恭、爾康

　　　　哉、美濃部達吉、六、外務省を中心として、（一）外務省と国際法調査一取

　　　　漏出から条約局へ（付、明治時代の外交嘗試験問題の一一一一・例）、（二）国際会

　　　　議、1．第一回ヘーグ平和会議、2．日露講和会議、3．第二回ヘーグ平
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　　　　和会議、4．戦地軍隊における傷者及病者の状態に関する条約、5．ロン

　　　　ドン海鮮法規会議、6．パリ講和会議、7．ワシントン会議、8．国際連

　　　　盟、（三）ペイティとレイ、1．ペイティ、2．ジャン・レイ、まとめ

松井芳郎、「近代日本と国際法（上）（下）」『（季刊）科学と思想3第十三号、第十四

　　　　号（！974年）。

　　　　　はじめに、一、日本の開国、二、明治初期の日本と国際法、三、独立へ

　　　　のもう一つの道、四、「欧化」と条約改正、結びにかえて

粕谷進、「日本の開国と国際法」『経済集志毒第四四巻第三、四号（1974年）。

　　　　　まえがき、一、日本鎖国下の欧米諸国、二、和親条約、三、通商条約、

　　　　四、開国と国際法

香西茂、「幕末開国期における国際法の導入」『法学論叢』第九七巻第五号（1975年）。

　　　　：一、ペリーの来航と神奈川条約（一八五三年一一五四年）、二、スターリン

　　　　グの渡航と日英協約（一八五四年）、三、プチャーチンの来航と日露条約（一

　　　　八五四年一五五年）、四、ハリスの来日と修好通商条約（一八五六年一五八

　　　　年）、五、エビa一グ

佐藤慎一、「文明と『万国公法』：近代中国における国際法受容の一側面」『国際政治

　　　　思想と対外認識』（祖川武夫編）創文社（1977年）。

　　　　　一、問題の所在、二、『万国公法』の翻訳：官人の対応とマーチィンの説

　　　　得の論理、三、洋三期『外交官sの認識：酵福成の場合、四、変法派の場

　　　　合：吠同」と『万国公法』、五、革命派の場舎：「文明之排外」と国際法

　　　　、脚観応について一“万国公法”と‘S商戦’」（一・二・三）、『法学』第四

　　　　七巻四号（！983年）、第四八巻四号（1984年）、第四九巻二号（1985年）。

広瀬知子、「国際社会の変動と国際法の一般化一19世紀後半における東洋諸国の国際

　　　　社会への加入過程の法社会学的分析一」ll国際法学の再構築（下）i菓京大

　　　　学出版会（蓬978年）。

　　　　　一一、国際社会の変動過程における国際法の法社会学的考察の試み、←）

　　　　問題提起、（二）仮説、（三）分析方法、二、東洋諸国の国際社会への加入

　　　　過程における国際法の構造と機能、（一）東洋諸国の国際社会への加入過程

　　　　に二重構造、（二）国家承認の要件一その構造一、（三）国家承認の要件一
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　　　　その機能一、（四）国際法の一般化と国際関係の組織化一社会学的背景一、

　　　　三、意義と問題点、今後の課題

　　　　、「アジアにおける近代国際法の受容と適用」陳アジア近代史』第三号（2000

　　　　年）。

松隅清、「ホイートンの『国際法原理』探訪」『八幡大学社会文化研究所紀要』第四

　　　　号（1978年）。

安岡昭男、「万国公法と明治外交ff明治前期大陸政策史の研究』法政大学出版局（1998

　　　　年）（初出『政治経済史学』200号、1983年）。

　　　　：序、一、新政府と万国公法、（一）神戸事件、（二）列国の局外中立、（三）

　　　　外国公使参朝、（四）堺事件、（五）京都事件、（六）徳川家処分、（七）蝦

　　　　夷地対策、二、対清韓：交渉と万国公法、（一）日清修交条規、（二）マリア

　　　　＝ルス号清国苦力解放、（三）清帝謁見問題、（四）台湾出兵、（五）琉球問

　　　　題、（六）対韓交渉、（七）巨文島事件と李鴻章、（八）日清開戦、三、識者

　　　　の万国公法観、（一）木戸孝允、仁二）広沢真臣、（三）岩倉具視、（四）山

　　　　県有朋と西面、（五）中村正直・四病諭吉・植田枝盛・小野梓、（六）陸編

　　　　南、（七）會根俊虎、結

　　　　、「日本における万国公法の受容と適用」『東アジア近代史』第二号（1999

　　　　年）。

　　　　　はじめに、一、万国公法との出会い、二、幕府オランダ留学生一周の五

　　　　科学習、三、漢訳万国公法の流布と反応、四、戊辰戦争と万国公法、五、

　　　　明治前期における万国公法の和訳・著述、六、新政布告と万国公法、七、

　　　　学校科fiにみる万国公法・国際法、八、御雇外国人たちの寄与、九、識者・

　　　　要人の万国公法観、十、対欧米外交交渉と万国公法、（一）神戸事件、（二）

　　　　堺事件、（三）外国公使参朝と英公使襲撃事件、（四）ハワイ出稼ぎ入召還、

　　　　（五）横浜英仏駐屯軍、（六）独仏戦争に対する局外中立、（七）岩倉使：節

　　　　の派遣、（八）キリスト教画題、（九）マリア・ルス号事件と露帝裁決、（十）

　　　　千島艦事件（ラヴェンナ号事件）、（十一）条約改正交渉、（十一）、近隣外

　　　　交における万国公法の適用、（十二）、清国との修交、（十三）、台湾・琉球

　　　　問題、（十四）、朝鮮国との交渉、おわりに
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eda　Shiger“，　“lnternational　Law　in　a　Multi－Cugtuya｝　World　一　JapaR’s　Encounter　with　the

　　　　　　　Law　of　Nations　i溢he　lgth　Ce珈ry”，　in　The　Spiritげのφsala，　W　de　Gr町もer

　　　　　　　（1984）．

　　　　　　　，　“eRe　ffundred　Years　of　the　Japanese　Association　of　lnteritatioital　law　and

　　　　　　　Fifty　Yeays　of　the夏CJ”，　i鍛Nis建ke　A閃く墨。　ed．，ノ¢プ》an　and。9nternαtional．乙aw’Past，

　　　　　　　Present　and　Future，　Kluwer　Law　gntematienal　（1999）．

eRuma　Yasuaki，　“‘japaflese　lntematioma1　Law’　in　the　Prewar　Period：　Perspectives　on

　　　　　　　the　Teaching　and　Research　of　lntemational　Law　in　Prewar　Japan”，　The

　　　　　　　fmpanese　2〈lnnual　oflnternational　Law，　Ne．29　（i986）．

　　　　　　　：　lntroduction，　（1）　｝｛istoricai　BackgrouRd，　X．　3apan　as　a　Qttasi－member　of　the

　　　　　　　“Chinese　World　Order”，　2．　Ferced　Accessioit　to　the　Egrocentric　lnternational

　　　　　　　erder，　（2）　Teaching　and　Research　of　lnternatienal　Law　in　Prewar　Japan，　1．

　　　　　　　Statist　and　Practical　Approach，　（a）　Statisgn　in　Educatiolt，　（b）　Statist　Tendency　in

　　　　　　　Xnternational　Law，　（c）　Pragmatism　ifi　IRternational　Law，　2．　Upgrading　of　the

　　　　　　　Discipline　and　Pers童s宅e鍛ce　of　the　S亀at豆st　Ten（iency；（a）亙貧sti綴t量eitalization　of

　　　　　　　the　Discipli簸e，（b）夏mprOve】盤ent　in　Q鷺a豆量ty　of　the　Discipl拠e，（c）Pers呈s宅e誼cy　of

　　　　　　　the　Statist　Tendency，　3．　Eurocentrism　and　Passivism，　（3）　Conclusion

　　　　　　　，　“WheR　was　the　Law　of　lnterwatioitak　Society　born？　一　An　lnquiry　ef　the

　　　　　　　ffistory　of　lnteritationaR　Law　from　an　lnterciviiizatioRal　Perspective”，　fonrnal

　　　　　　　ρブが躍．研s加多つノ（～ブfnternatignal　Z，aw，　Vb夏．2，　No．1（20《）0）。

　　　　　　　：　G）　The　Kistory　of　lnternatioRal　Law　and　the　NotioR　of　lntemational　Law，　X．

　　　　　　　Tke　Link　between　the　1｛istory　and　Notioit　of　lnternational　Law，　2．　The　Notion

　　　　　　　of　lntefnationai　L3w　ffeld　by　Major　Publicists，　3．　The　Problem　of

　　　　　　　Eurocen£rism：　Perspective　vs．　Historical　Record，　or　Both？，　（2）　The

　　　　　　　Coexlstence　of　RegioRal　Civilizatio簸s　in　the　Pre－Twentieth　Ce撫ry　Worid，　L

　　　　　　　The　Peculiarity　of　Today’s　World，　2．　The　Sinocentric　Tribute　System　in　East

　　　　　　　Asia，　3．　The　Muslim　World　and　the　Siyar，　4．　The　DeceRtralized　Structures　and

　　　　　　　Christianity　iR　the　Eurepean　World，　（3）　The　Globalization　of　Eurocentric

　　　　　　　Ordering　of　the　World　iR　the　Nineteenth　Century，　i．　The　“Collision　of　Two

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（74－4－278）　1060
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　　　　Civigizatiens”，　2．　£endicts　of　Twe　Uitiversalistic　Systems　iR　East　Asia，　3．　The

　　　　Coilapse　of　the　lslamecentric　System　of　World　erderiRg，　4．　The　Partitien　ef

　　　　Afrrica　and　the　“Law　of　Civilized　Nations”．　5．　Tke　Collapse　of　the　Sinecentric

　　　　System　of　Werld　erdering，　（4）　lfl　Search　of　Overcoming　tke　Westcentu’sm　in

　　　　Ixtemeational　Law，　1．　Earlier　Criticism　of　Medema　Euroceit£rism，　2．　Prebiems

　　　　of　Prevailing　Cencepts　and　Termeineiegy，　3．　A　View　frorc　an　interciviiizatieitag

　　　　Perspective．

田申忠、「我が国における戦争法の受容と実践一幕末、明治期を中心に一」『国際法、

　　　　国際連合と日本＄弘文堂（1987年）。

　　　　　一、はじめに、二、日本の国際法受容とその素地、三、国際法学の輸入

　　　　とその理解、四、我が国初期の戦争法実践、五、日清戦争以降の戦争法実

　　　　践、六、結びに代えて

田中彰、『日本近代思想大系（1）：三国』岩波書店（1991年）。

　　　　：一、開国勧告と黒船来航、二、万国公法（抄）、（一）万国公法目次、（二）

　　　　万国公法第一二二二章、三、海防意見書、四、外国人応接の記録、五、瓦

　　　　版と風聞書、六、中国紀行、七、国家体制改革案、八、ジョセブ・・ピコ関

　　　　係文書、九、米欧回覧、解説、文献解題：ll万国公法』（井上勝生）

加藤周一・丸山真男、『日本近代思想大系（15）：翻訳の思想』岩波書店（1991年）。

　　　　：一、翻訳の地平、（一）万国公法（重野二二訳）、二、翻訳書の意見、三、

　　　　解説、（一）明治初期の翻訳、（二）『万国公法』成立事情と翻訳問題一その

　　　　申国語訳と和訳をめぐって一（ジャニン・ジャン、張血忌）、四、文献解題、

　　　　（一）万国公法（ジャニン・ジャン、張嘉寧）

張嘉寧（ジャニン・ジャン）、「『万国公法．9成立二二と翻訳問題一その中国語訳と和

　　　　訳をめぐって一」、加藤周一・丸山真男、『日本近代思想大系（15）：翻訳の

　　　　思想爵岩波書店（1991年）。

　　　　：一、はじめに、二、『万国公法』翻訳以前の国際法意識、三、W・A・P・

　　　　マーチィンの登場と積極的な動き、四、中国語二二国公法』の翻訳過程、

　　　　五、『万国公法』の翻訳問題

張嘉寧（ジャニン・ジャン）、「万国公法」、加藤周一・丸山真男、『日本近代思想大
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　　　　系（15）：翻訳の思想S岩波書店（1991年）。

　　　　：一、原著について、二、漢訳の移入と和訳の位置づけについて

丸由真男・加藤周一、「『万国公法』をめぐって」『翻訳と日本の近代』岩波新書（1998

　　　　年）。

　　　　：一、幕末のベストセラー、二、英語・中国語・日本語を対照する、三、

　　　　伝統的な言葉をどう訳したか、四、法意識の問題、五、“国体”という言葉、

　　　　六、訳せなかったもの

戸田文明、聴末細学者の国際認識一畢洒溶血・西窓訳『万国公法』を中心に一」稲

　　　　本洋学史の研究g（有坂隆道編）創元社（ig91年）。

武山真行、「唐通事による『和解万国公法g」『近代日本の形成と宗教問題』中央大学

　　　　人文科学研究所研究叢書（九）中央大学出版社（1992年）。

　　　　：はじめに、一、『和解万国公法』長崎本と翻訳者、（一）『和解万国公法』

　　　　長崎本、（二）和訳された時期、（三）翻訳者について、二、『和解万国公法』

　　　　東京本と所蔵の変遷、（一）『和解万国公法』の東京本、（二）所蔵の変遷、

　　　　むすびに

坂本多賀雄、「万国公法と文明世界」『H本は自らの来歴を語りうるか』筑摩書房（1994

　　　　年）。

　　　　：一、国際社会と軍事力の行使、二、「文明」と「野蛮」、三、「万国公法」

　　　　と「弱肉強食」、四、ヂ万国対峙」と「文明の戦争」、五、戦争違法化と平和

　　　　主義、六、「普通の国」として

Hisashi　ewada，　“3apan，　lnternatioital　iaw　3nd　the　ffnternatieital　Cemrr｝uitity”，　iit　Nisuke

　　　　Ando　ed．，ノtopan　an4　lntemGtienal　Lazv“　fost，　Present　and・Futeere，　Kluwer　Law

　　　　InterRationai　（1999）．

　　　　：　（i）　lfttroductieit，　（2）　The　Kistorical　Experience　ef　Japan　with　the　Law　of

　　　　Natiofts，　！．　The　Revisiefi　of　Unequal　Tyea£ies，　2．　The　Yokohama　｝louse　Tax

　　　　Case，　（3）　Distinguishing　Characteristics　of　Japanese　Jurisprudence　in

　　　　IRternatienal　Law，　1．　Scrupugous　but　1’assive　ebservance　of　the　Law，　2．

　　　　Conservativisrn　in　Approach　to　lnterRatioital　Law，　3．　Dogninance　of　ARaiytical

　　　　Approach　te　the　Law，　4．　kucity　of　Socieiogical　Approach　to　the　Law，　（4）
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　　　　Conclusion：　Prospects　for　the　Future

大畑篤四郎、陳アジアにおける国際法（万国公法）の受容と適用」『東アジア近代

　　　　史』第二号（1999年）。

堀口修、「金子堅太郎と国際公法会一日本の条約改正問題をめぐる国際論議によせて

　　　　一」『東アジア近代史』第二号（1999年）。

　　　　　はじめに、一、国際公法会への出席経緯、二、アメリカ・イギリスでの

　　　　活動、三、国際公法会での活動、四、報告書の提出、おわりに

餌島真、「中国における万国公法の受容と適用：「朝貢と条約」をめぐる研究動向と

　　　　問題提起」『東アジア近代史』第二号（1999年）。

　　　　　はじめに、一、万国公法の受容と適用のあり方：佐藤慎一『近代中国の

　　　　知識人と文明』東京大学出版会（一九九七年）に主に依拠して、（一）万国

　　　　公法の翻訳、（二）万国公法に対する認識、（三）洋務・変法・革命と万国

　　　　公法、（四）万国公法の適用、二、「万国公法の受容と適用」をいかに位置

　　　　づけるか一一先行研究の整理と展望、（一）坂野正高の諸研究、（二）宮僚の

　　　　内面をえぐろうとする研究一一研究の内在化、（三）朝貢システムと条約シス

　　　　テムをめぐる諸論調、1．ネットワーク・海域、主権・宗主権、2．貿易

　　　　史研究からの提言、3．「清」から「中国」への近代的再編、三、問題提起、

　　　　　（一）万国公法受容をめぐる求心力と遠心カー中央・地方関係からの提言、

　　　　（二）中国における「国際法」受容時期をめぐって、おわりに

　　　　、「島国における万国公法の受容と適用・再考」『東アジア近代史』第三号

　　　　（2000年）。

　　　　：はじめに、一、朝鮮をめぐる「属国体制」初探：一八八○年代後半の「清

　　　　季外交資料」、二、文化としての万国公法から文明としての万国公法一塩ー

　　　　グ平和会議という契機、おわりに：受容と適用の三形態一一テキスト・手続

　　　　き・価値解釈

藤田久一、f「東アジアにおける近代史の展開」の諸報告について」r東アジア近代史』

　　　　第三号（2000年）。

茂木敏：夫、「中国における近代国際法の受容：嘲貢と条約の並存」の諸相」『東アジ

　　　　ア近代史』第三号（2000年）。
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　　　　　はじめに一実国近代思想史研究と「万国公法」、一、伝統的価値体系のと

　　　　らえた「万国公法」、（一）郭樹立の場合、（二）対自鴻の場合、二、在外華

　　　　人保護論における“朝貢と条約”、三、中華秩序像の展開一むすびにかえて

野澤基恭、細本における近代国際法の受容と適用：高橋作衛と近代国際法」『東ア

　　　　ジア近代史』第三号（2000年）。

　　　　　一、はじめに一近代国際法とは、二、III本における近代国際法の受容、

　　　　　（一）普仏戦争における局外中立、（二）マリア・ルス号事件、（三）条約

　　　　改正、（四）日清・日露戦争、三、おわりに

伊藤信哉、「19世紀後半の日本における近代国際法の適用事例：神戸税関事件とスエ

　　　　レス事件」E東アジア近代史』第三号（2000年）。

　　　　　はじめに、一、国家責任の成立と解除、二、神戸税関事件、（一）事件の

　　　　発生、（二）本格的交渉の開始、（三）国際法違法行為の確認、（四）小鉢、

　　　　三、スエレス号事件、（一）事件の発生、（二）交渉の開始、（三）国際法違

　　　　法行為の確認、（四）柔靭、四、比較と考察、おわりに

塚本考、「日本の領域確定における近代国際法の適用事例：先占法理と竹島の領土編

　　　　入を中心に」『東アジア近代史』第三号（2000年）。

　　　　：一、領土取得方法としての「先占」、二、幕末明治における領土確定・外

　　　　郭島演の編入、三、竹島の領土編入と先占の法理、四、補遺：大正昭和の

　　　　事例

坂本茂樹、「明治38年の光と影：日本における条約法研究の軌跡」『日本と国際法の

　　　　100年（一）：国際社会の法と政治』三省堂（2001年）。

　　　　：はじめに、一、明治三十八年の先例が提起したもの一国力伸張への渇望、

　　　　（一）第二次日韓協約の締結と明治初期の研究者の役割、（二）家屋税事件

　　　　判決の波紋一国力培養への傾斜、（三）大正・昭和初期の日本の条約実践一

　　　　国際法軽視の傾向、二、戦後日本の実践一条約法会議から見えてくるもの、

　　　　おわりに

柳井俊二、「B本外交にける国際法」『日本と国際法の100年（一）：国際社会の法と

　　　　政治藷三省堂（2001年）。

　　　　　はじめに、一、国際法の視点から見た霞本外交史、二、日本外交の実際

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（74－4－274）　1056
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　　　　と国際法、三、日本における外交と国際法学会との関係、おわりに

明石欽司、ヂ日本の国際法学「対外発信」の！0◎年：欧文著作公刊活動を題材としてj

　　　　r日本と国際法の！00年（一）：国際社会の法と政治』三省堂（200！年）。

　　　　　はじめに、一、初期「対外発信」、（一）日本の法制度紹介、（二）霞清戦

　　　　争とf対外発信」、（三）日露戦争と「対外発信」、二、一九〇〇年代初頭に

　　　　おける「対外発信」、（～）理論研究の開始、（：二）戦間期：日本人の国際的

　　　　活動の展開と理論研究の継続、（三）日中戦争と「対外発信」、三、第二次

　　　　大戦後の「対外発信」、（一）「対外発信」の再開から一九八○年代まで、（二）

　　　　一九九〇年代におけるf対外発信」、むすび

　　　　、「19世紀後半におけるEil本の国際法受容と置朝関係」『開港期韓国におけ

　　　　る不平等条約の実態と朝鮮・大韓帝国の対応』Korea　Fewadation二〇〇一一

　　　　年度共同研究プロジェクト研究成果報告書（研究代表者：柳原正治）（2002

　　　　年）。

　　　　　一一、幕末期におけるH本の国際法受容の特徴、二、明治初期の日本によ

　　　　る国際法の活用と日朝関係、（一〉明治初期日本の国際法観と国際社会観、

　　　　（二）明治初期対朝鮮政策における国際法の活用、（三）明治初期B本の対

　　　　朝鮮観、三、二七・日露戦争における欝本の国際法観と臼朝関係、（一）日

　　　　清・日露戦争期における日本の国際法観、（二）日清・日露戦争期における

　　　　日本の対朝鮮政策と国際法、むすびに

　　　　（Akashi　Kinji），　“Japanese　‘Acceptance’　ef　the　Eurepeaft　Law　of　Natieits：　A

　　　　Brief　｝Ilistory　of　lnterRatienal　Law　in　japait　c．　1853一一a900”，　in　Stolleis　＆

　　　　Yanagihara　eds．，　East　fksiesn　ana　Eusopean　PersPectives　en　lntemational　Law，

　　　　NOMeS　Verlagsgesellschaft　（2eO4）．

　　　　二lntroductiefi，（i）TraditiORak　View　and　Qu3nd3fy，　1．　Tradi£ien31　View二‘‘japan

　　　　Accepted　lnterftational　Law　as　Natural　Law”，　2．　Causes　ef　QuaRdax－y，　（2）

　　　　Evidence：　1）iplomatic　Intercourse，　（3）　Evidence：　Works　by　JapaRese　Scholkrs

　　　　published　in　Europe，　1．　Backgroung，　2．　Negotiatioit　for　Revising　tke　Ynequal

　　　　賢eatles謝Ja卿ese　P琶b韮cistsβ．丁賑e　Cむ塩素apanese　P翻icists，　Co簸。至葛伽9

　　　　Rexiaarks

IO55　（74－4－273）
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柳原正治、「主権平等と保護国一「有賀・立保護国論争」を中心として」『開港期韓

　　　　　国における不平等条約の実態と朝鮮・大韓帝国の対応巫orea　R）undation二

　　　　　〇〇一一年度共同研究プロジェクト研究成果報告書（研究代表者：柳原正治）

　　　　　　（2002年）。

　　　　　1一、はじめに、二、“有賀・立保護国論争”、←〉有賀長雄、立作太郎の

　　　　　諸著作、（二）論争の意義、1．主権・独立の意味、2．保護国の類別、3．

　　　　　国際法方法論一法律論と政治論の分離、4．韓国の独立と保護国化・併合、

　　　　　三、宗主権・属領と帝国主義国・保護国との相違、四、日本における近代

　　　　　ヨーロッパ国際法の受容過程と帝国主義、（一）日本における近代ヨーロッ

　　　　　パ国際法の受容過程一時代区分一、（二）世界植民地体制と日本

」◎妻通Peter　Sterft，：Tke／mPaneseノ露招ゆ鰐如お。㌶Of跳6“Law　Of　Nagicmas’11854－Z874，

　　　　　Priitceten　University　Press　（1979）．

R．P．　Afland，　“3apan　and　lnteptnatienal　Law　iR　ffistoricai　Perspective”，　iit　Nisuke　Ando　ed．，

　　　　fopesas　and翻6欄劾癬孟翻蹴PGst，　Present　and　Feetesre，　Kiliwer　Law

　　　　　Internatieg3i　（1999）．

　　　　　：（1）賢ad重tio謝互鷺temat醜a璽Law－European　Law　Wtrit　Large，（2）JapaR　Forced

　　　　　te　opeft　its　Doofs，　（3）　Japait　after　the　SecoRd　Wor｝d　War，　（4）　Human　Rights　aRd

　　　　　Ja脚ese　La蝋5）Vic纏es　of　Peace，（6）Nee曲f　a　New　Law◎f　COoperation

　　　　　，‘‘FRmily　of℃iv至乾ed’States　a簸d　Japa豊：AStery　of土層】mi互ia績。簸，　Ass量miliatioit，

　　　　　Defね簸ce　a瓢豊Co黛fr◎厳a£沁簸”，ノbscrnal砂f醜εffistOりY　Of　lnternatioal　inzv，　Vd．5

　　　　　（20e3）．

　　　　　：　（i）　Medefn　Universai　IRteraatioRal　Law，　（2）　Universakity　of　gnternatiomal

　　　　　Law：　A　ReceRt　Pkenoifneiton，　（3）　Emergence　ef　Modern　interitational　Law，　（4）

　　　　　｝ilgrepeaR　Trade　with　Asia，　（5）　EuropeaR　ge　to　East　Asia，’（6）　Japan’s　Distinct

　　　　　C｝eveiopmeRt　bef◎re　t翫e　lgth　Ce蜘r猛（7）Period　Of　lselatiOit　in　3ap3R，（8）The

　　　　　URited　StaSes　takes　the　lnitiative　te　open　Japan，　（9）　The　US　Consul　Afrgves，

　　　　　（le）　Uneq“al　Treaties，　（ID　The　Meiji　RestoratieR，　（12）　Peried　ef　｝｛umi13tieR，

　　　　　（13）　Peried　of　Assimigatieit，　（X4）　Adeptieit　of　Westema　Laws　and　lnterRatienag

　　　　　Law，（a5）∫a卿’s夏ntroductieit　te　lntefRational　Law，（16）互魏ef艦io盒a1　Law

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（74一一4－272）　iO54
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　　　Applicabge　oniy　te　Europeait　“Civilized”　States　or　States　ef　EuropeaR　Origin，

　　　（！7）Japa琵ese　D富田鍛a宅io償。　W合ste難ize，（18）Ja卿Learns夏卿e翻is宅

　　　Ways，　（19）　The　Chine－Yap3kese　W3r　aRd　lnterRatioRal　Law，　（2e）　Certificates　of

　　　Reco搬mendat蜘s貨om£盤ine捻重亙n搬賦ional　Lawyers，（21）Japa盤forced　to

　　　設e定rea宅，（22）Japa簸loi簸s　t灘e置卿eha夏is宅Powers，（23）Russo－Japanese　War，（24）

　　　3apanese　Exploltation　of　its　Colonies，　Taiwan　and　Korea，　（25）　Japan’s　Rising

　　　Expectatiexxs，　（26）　2！　Demands　on　China，　（27）　The　Japarese　liNGokroe　Doctrine，

　　　（28）　3apan　forced　to　Rogl　Back，　（29）　Yapan　Egumiliated　and　Depressed，　（30）　The

　　　Tanaka　］iviemofial，　（31）　Poiicy　ifi　MaRchurta，　（32）　3apan　N｛oves　deeper　into

　　　China，　（33）　lmperlai　Proc13mation　cf　War，　（34）　Japan　Occupied，　（35）　The　Tekyo

　　　War　Cr癩es　T直b穫謡，（36）ANew‘？eace　Co聡s宅i雛loバfbr　Japa豫，（37）Paci負sm

　　　呈n∫a脚，（38）獄igh亀of　Se1鋤efe獄se灘der　the　Japa簸ese　CG貧sti幡On，（39）The

　　　Constitution　of　japan　and　the　UN　Ce｝lective　Security　System，　（4e）　Suritmary

三，、中国

Cheng　Tehsu，　“internatienal　Law　in　Eafgy　China”，　The　Chinese　Social　a？zd　Pogiticag

　　　　　　　Sc盛ence．2ぞ6拶毎z｛ノ　X互　1927。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　．．me

徐佳保：《先秦国防法之遺遊》，商品印二桟糖1931年版。

蒋廷蔽（c強ang，丁颪），“＆smafck　aRd　the　gRtreduction　of　lnterwatioRal　Law　iRte　Chima”，

　　　　　　　The　Chinese　Sociesl　esnd　Politicag　Science　Review，　15一一4，　X931．

　　　　　　　　：《国豚公法輸入中国之起始》，国立清隼大学政治学会出版《素点大学政治

　　　　　　　学扱》（創刊号）！933年6月。

隊願逸：《中国国隊法晶晶》，商劣印掴棺1934年版。

刻迭入、嚢国歓：《国防法笈：込史》，素謡二品棺！936年版。

李抱宏：《国防法之初次輸入中鋤司題》，《外交研究》1939年忌1巻第6期。

　　　　　　　　：《中高外交美山》，商勢印弗熔1940年版。

Immanuel　CY　ffstt（弱点約），　c伽爵素謡耀into　the　Family　Of　Nations’The

　　　　　　　Diplomatic　Phase　2858－2880，　Marvard　University　Press，　196e．
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丘宏込

栃国禎

除麦青

張効草

：　（1）　Proiogue－The　Meeting　of　the　Western　and　Easterit　Families　of　Nations，

PART　X．　The　Eastabliskig　of　Foreign　Lega£ion　in　China，　1858－186　g，　（2）　The

Resident　N［inister　Xssge：　The　Diplematic　Prelrde，　（3）　The　TieRtsin

Negetiations，　（4）　The　Shanghai　Tariff　Conference，　（5）　Personality　and

Diplomacy＝AS撫dy　i簸Leadershlp，（6）The獄eside溢甑簸ister互ss“e　after馳ku，

（7）　The　ldeological　lssge：　Diplomati£　Representation　vs．　T’i－chih，　PART　R．

The　lptroductien　of　lntematienal　L3w，　1862－1874，　（8）　The　Tr3ns13tion　of

International　Law　iRto　Chinese，　（9）　Success　and　Failure：　ChiRa’s　Limited

Application　of　lnternational　Law；PART灘：．The　Eastablishmeitt　of　Per】：itaRent

Chinese　Legations　Abroad，　Ge）　Early　Approaches　te　the　Problem，　G　X）　The

Envey　Question　as　a　NatioRal　lssge，　i867－1876，　（12）　Legatioks　Abre3d　as

Permanent　IRstitutions，（13）恥ilogue：三三亙囎e盛a1　C簸i簸ese　T融tio盒1簸the

Medern　Worid

《中国国防法阿山愴集一兼．沿最近国隊法二三》，台湾商三三掴縮1968年版。

：一、中国的国隊法二二：（！）康煕帝与国隊法，（2）西方「国防法」輸

入申国的高辻，（3）中国「国阪法」名洞研究，（4）．蛤国隊法在我国国内

法上的山鼠（略）（5）二、最近国防法二二（略）

（Hgngdah　Chiu）：“The　DeveEopmeRt　of　Chinese　lntemational　Law　Terins　and

宅he　Probiem　of　T強eiピ費a簸S至atio益i嚢to　E簸9飯sh”，　The　foeernal　of　／gsian　Stscdies，

Voi．27，　No．3，　i968．

（1）　Origin　of　Chinese　lnternatioRai　Law　Terms，　（2）　’i’he　IRfiueRce　of　japait，　（3）

Comparisen　of　CeRtempoyary　Nationaiist　and　Comre｝uaist　IRtemational　Law

Terms，　（4）　Certain　Prebleres　Relating　to　the　Translatiofi　ef　Corcmzmist

Chinese　lnternational　Law　Terms　inte　English，　（5）　Coitclgsien

《林山徐君西方知三二探求》，《慶肖大学学振》1979年第3期。

《点点《万国公法》的由来三二溺史作用》，《法学》1982年忌1期。

《国防法最早的浪文憐者是林三三》，《法学》1982年第5期。

：《林山徐与国記法》，《法学泰志》！983年第1期。

、邸在旺：《槍国防法之初稜入中国》，《河北大学学振》！984年第2期。
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　　　　：（1）中国与近代国豚法的初歩接触，（2）法則徐最早把近代国除法介多召

　　　　到中国，（3）二二二二山国隊法的活劫，（4）林山和丁洋的目的，作用，

　　　　影繭比較，（5）錆沼

王舞倹：《丁題良和京師岡文糖》，《中山大学二三》！984年第2期。

　　　　：《林則徐翻犀西方国隊法著作考略》，《中山大学学振》1985年第1期。

　　　　：《普二大沽口船舶事件与国減法言入中国》，《添木研究》1985年第5期。

　　　　：《丁三二在宇波十年宗教活幼上記》，《漸江学刊》ig87年。

Chen　Tiqiaag，　“The　Peopie’s　Republic　ef　ChiRa　aftd　？ublic　lnternatioma1　Law”，　The

　　　　Daghoeesie　Law／bscrnot，　Voi．8，　N◎．1，1984．

　　　　：　（i）　Background　and　Retrospect，　（2）　The　Study　of　lnternatiewa1　Law　in　New

　　　　C版簸a，（3）PRC’s　A沿P夏豊cati◎it　of夏nternatlona亙Law　and　Co簸頃b就iα1　to

　　　　Internatioital　Law，　（4）　Conclusiefi　’

涯家熔：《同文嬉与丁子良：同文棺出版物》，《黒山二心掴棺》1988年（恵48期）。

程鵬：《西方国乱法首鼠綾入中国詞題的探村》，《北京大学学撮（哲学社会科学版）》

　　　　！989年第5期。

　　　　　（1）美干十七世紀四十年代西方国隊法高山稜入中国演題，（2）美二十

　　　　二世鋸八十年代国隊法素謡最高中国同題，（3）林則徐翻洋西方国防≒法同題，

　　　　　（4）丁匙良二二西方国乱法飼鳥

　　　　：《清代入士美山国除法的坪恰》，《中外法学》1990年第6期。

　　　　　（1）二代素謡国防法的概況，（2）清代人士対国除法的坪沿，（3）紺清

　　　　代人士上述三零中覗点窮鼠

張海鵬：《二二二三高和中有美山隊法的山山向題》，《近代史研究》1990年第6期。

刻恒換：《中国国記法学的斉二者一一二二徐》，《中山大学高湿（社会科学版）》1991年

　　　　第1期。

　　　　　（！）林山徐一申国引遡i国隠法的第一人，（2）林剛徐～錐i扮国隊法原則

　　　　的中二二柱，（3）林則徐一中国国除法学的升山者

王鉄崖（Wang　Tieya），‘℃二目a認Internationa亙Law，　ait駈st◎rica互Perspective”，短

　　　　翻一三。二五㈱翻4漉6G鰯纏霜露噸6，　T．Nl．C．　Asser　lllstitut，　The　ffague，

　　　　i985．
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　　　　　　　　，　“ffnterRatienal　Law　iit　China：　Historicai　and　Contempeyary　Perspectives”，

　　　　　　　Receseit　Des　CoNrs　1990　it，　Egague　Academy　of　lntern3tional　Law，　］Vgartings

　　　　　　　Nijhoff　Pubkishers　（199a）．

　　　　　　　　：　ffittroductioit，　（a）　gntermationai　Law　in　ARcient　China，　X．　IRternational　Law　in

　　　　　　　the　Periods　of　S麺駒岡and　A硫職蕪a撮Wa癒ng　States，2。　The　Chi簸ese

　　　　　　　Traditional　World　Order，　3．　Tke　Tribute　Systeyn，　（2）　lnternational　Law　in

　　　　　　　］N（［odern　China，　X．　The　IRtroductieR　oi　lftternatioRal　Law　iRte　China，　2．　The

　　　　　　　Impesitioit　of　UReqaal　TreaSies，　3．　The　Yrequal　Tyeaty　Regime，　（3）　Scme

　　　　　　　Aspe£ts　ef　the　Contemporary　Chinese　Perspective　ef　lnternational　L3w：　（　ff　）

　　　　　　　Five　Principies　of　Peacefui　Cgexistence，　1．　Origiit　aRd　E）eveiepment，　2．　Five

　　　　　　　Principles　as　Fgndaxneptai　Prixcipies　of　lgternatiema1　Law，　3．　The　Five

　　　　　　　Principles　and　jus　Cggens，　（4）　Some　Aspects　of　the　CoRtempor3ry　ChiRese

　　　　　　　Perspective　of　lfttemaSionai　Law：　（g）　’1’he　Cencept　of　Sovereigitty，　a．　The

　　　　　　　Prigciple　of　Sovereignty，　2．　Terrkorial　Sovereignty，　lttdepexdence　and　Equagity，

　　　　　　　3．Sovere呈9鑑y　akd　Exeτcise　of　Sove総逡溢y；（5）So】瞼e　Aspects　of癒e

　　　　　　　Contempor3ry　Chinese　Perspective　ef　lnteritational　Law：　（pt）　The　Rule　Pgcta

　　　　　　　sscnt　servgnda，　X．　The　Scepe　of　Pact£，　2．　Treaties　and　］N（［unicipal　Law，　3．　The

　　　　　　　Unequa9　Tfeaties，4．［9］he・Rule・rebzas・sic　s纏tibees，　Concl鷺sion

　　　　　　　　：《中国与国隊法一洒史与当代》，《中国国隊法年刊》！99X年記（この論文は

　　　　　　　上の英語の論文をそのまま漢訳したものである）。

李育民：《近代中国的条釣制度》，湖南鋪萢大学出版社1995年版。

李ジ』7喬ミ　（L亘Zhao蚕ie），　ノ”nterwational，Law　in（）hina“　Legalノ竃sPect②f　the　c海⑳neseノ：セゆ66≠動6

　　　　　　　0f　Worga　Order，　URiversity　of　Teronto，　SJD　Thesis，　1995．

　　　　　　　＝（1）賢aditio認ChiRese　World　Order，　L　C盤撫’s　C◎ittact　w紬嶽e　O硫side

　　　　　　　World　prior　to　Modeva　Times，　2．　Traditioital　Chinese　View　of　World　erder，　（a）

　　　　　　　Sino一£entrism　and　Cugturai　Supremacy，　（b）　The　Concept　of　Universal　State，　（c）

　　　　　　　Ci畷量zatiOR　v　Bararity，（d）Hierarchy　and　Anti－Egaiita；ianiSirft，（b　ConfuciaRiSfn

　　　　　　　and　the　Chinese　Worid　erder，　（h）　The　Roie　ef　Law　in　the　Chincse　Werkd　Order，

　　　　　　　（i）　The　lnduence　ef　Fereign　Religions，　ts’）　Factors　of　Alien　Conquests，　3．　The

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（74一一4－268）　！050
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1049

　　　　Tdb鷲te　Sys之e照，（2）D呈sintegratioit　of　the　O至d　Ch拠ese　W6r韮d　Orde蔦1．　The

　　　　Decline　of　the　Qing　DyRasty，　2．　Chinese　Response　to　the　West，　（a）　The　Arrival

　　　　of　the　New　“Sea　Barbarians”，　（b）　The　Ax’rival　of　the　Jesuits，　（c）　The　Canton

　　　　System，　（d）　The　Macartney　Mlssieit，　〈e）　The　Oplum　War，　3．　From　the　Tribute

　　　　System　to出e更∫ne（翼a蓋丁ヒeaty我eg三me，（a）The　F量rst　Treaty　Sett亙ement，（b）

　　　　The　Seco簸d　Treaty　Sett夏eme就，　（c）　Policy　Re磁en宅a亀io簸　認d

　　　　Sek“Strengthening　Moveiitent，　4．　The　Collapse　of　the　Traditional　Chinese

　　　　Wefld　Order，　（a）　Further　Expansioft　ef　Foreign　lmperialism，　（b）　Sino－Japanese

　　　　War，（c）夏澱per呈a蕪s宅ic　Scra搬b豊e　of　Co嚢cessiGns　and　Sp簸eres　of夏nfigeflce，（の

　　　　Boxer　Updsi簸9，（3）亙蹴ro面。乞io難　of亙就er簸atio簸al　Law　i凱。　C靱na，1．

　　　　Intermationak　Law　iR　Aitcient　China：　（a）　Tecaces　of　lntemational　Law　iit　Aitcient

　　　　C麺登a，（b）Eva藪at沁簸of“目打e銀a宅ional乙aw”熱Ancie就Ch雛a，2。　Ch沁ese

　　　　Knowledge　of　Modem　lntermational　Law：　（a）　Eariy　Exposttre　to　lnternational

　　　　La罵（b）Tra＃slations　ofぬt宅e1’s　Le　a纏des　gens，3．距brma1亙礁oductlo勲of

　　　］V｛odera　lnternatioRag　Law　into　China，　（a）　Tfanslations　of　Wheaton’s　Elements

　　　げ翻醐翻。御揃劒，（b）Reactions・to・the・lntroduction・ef・Modem豆nternational

　　　　Law　i撹。　Ch海a，4．　Fa海re　to　ApP互y豆叢ernat量Gnal　Law　in亙）efence　of　Ch量簸a’s

　　　亙簸terests　i難R）re量gn　Re亘atio簸s，（4）Reo】de簸tatio簸of　Ou電loo璽（a難d　R三se　of　t蝕e

　　　Repubiic，　1．　Quest　fer　a　New　Order，　2．　Reorientation　of　eutlook　and　Birth　ef

　　　Mode鷺C盤i簸ese　Natio嚢a薮s艶，（a）‘賢undfed－Day　Refor阻”，（b）獄eode鑑ation　of

　　　（）u鍛ook，3．　Nat隻。登a墨盈evol雛tio蝕　and乞he　R．ise　of　the　Republic，（a）　1）r．　Sun

　　　Yat－se簸a麺Mode膿C錘簸ese　Na亀ionalism，（b）The　Rise　of　Rep醐ic，（c）丁賑e

　　　New　Cu1雛fa豆Moveme凱，（5）亘航ematio鍛a隻Law　i無Ch癒a：The　Republic　E）eriod，

　　　　1。丁詮ach麺g　a薮（至the　Study　of　Intemaational　LaW；2。　U難eq鷺a璽Treaty　Regi搬e，3。

　　　Earay　Efforts　to　adjust　the　UReqttal　Treaty　Regime，　（a）　China’s　Dec13ratioR　of

　　　War，　（b）　China　at　the　P3ris　Peace　CoRference　and　the　May　Fo“rth　MovemeRt，

　　　（c）Chi貧a’s　l嚢vocatlo簸of　Artlde　X亙X　of雛e　Leag腿e　of　Na亀io貧s　Cove豊an宅，（d）

　　　Chi簸a　at　the　VVash量簸9宅。鍛Cenference，4。〕衰）魚）rts　to　abdish　the　U礁e（夏風田Treaty

　　　獄eg抽Le，（a）The　Rlse　of　New　Poli之ica蔓薮）rces　in　Ch諭a，（b）The　Na短0益al
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Goveruments’s　Prograii｝　for　abolishing　the　Uitequal　Treaty　Regirae，　（c）

Restorat重。齢f・China’s賑i貿A㈱豊G靱（d）Te品品io簸。紬e　U礁eq雛ai賢eaty

Regime，　5．　Vestige　of　the　Unequai　Treaty　Regiree，　（6）　lnterRational　Law　iR　the

People’s　Repubiic　of　China，　g．　Mao　Zedong’s　Perception　of　World　Order，　（a）

The　Philosophical　Basis　of　Mao’s　Worid　Outlook，　（b）　Nationalism　and

InternatioRalism，（c）Maげs　Perceptio麹G建eace　a捻d　Way，（d）Two　Ca脚s，

Intermediate　Zone，　and　Three　Worids，　2．　Practical　Application　of　lnternatienal

Law，　（a）　A　Fresh　Beginning，　（b）　Participate　in　the　lnternatienag　Community：　a．

Es翻ish　Dipiomatic　Regati幡，　b．　China・aRd・the・United・Nations，（C）£呈i翻職e

Impeyialist　Priviieges　in　Chima，　3．　Five　Prtncipies　of　Peacefu1　Coexistegce：　（a）

Origins　and　Deveiop；nent，　（b）　Legai　SignificaRce　of　the　FPPC，　4．　The　Stgdy　of

Iftter簸ational　Law　in　Chinaα9爆94966），（7）豆鑑er戯ional　Law麺China：

Pos宅一Mao　Peτ沁d，1。　Cわ搬’s“衰ee瞭y”i漁之。癒e　W6撮C幡mwity，　2．　ReviviRg

international　Law　iR　ChiRa　（1978一），　3．　Adjustment　te　Chinese　Foreign　Policy，　4．

Five　Principles　of　Peacefui　Coexistence，　5．　Sovereign　lmmgnity：　A　Case　Study，

（8）Chinese　Perspective　of夏瓶ema宅io韮a丑LaW；1．　Chinese　V掩w　of撫e

Contexx｝porary　DevelepeiRt　of　lnteritatieital　Law，　（a）　The　Scope　of

Conte難porary亙nternatioRa王Law；（b）The　Third　World　a簸d璽腹宅er鍛atio！ユal　Law；

（c）The　U簸ited　Na宅io難s　a薮d亙nternat油a童L蹴（d）丁騒e　Concept　oκo凱mo塗

互｛e額tage　o至A厘a駐k霊簸d，2。　Ch呈nese　Concept登a呈iza宅ioR　of亘Rteritat隻Ofta1〕しaw；3．

Souk’ces　of　lntemational　Law：　（a）　Treaties，　（b）　Custom，　（c）　General　Principkes

ef　Law，　（d）　Judiciak　Decisions　and　Precedents，　（e）　The　Writings　of　Pubiicists，　（b

Decisions　of亙nter醸鼠戸a10rganizations，（9）Rda電沁簸ship　between

ffntemational　Law　and　Mwanicipal　Law，　1．　IRtroduction：　（3）　Treaties，　（b）

駐℃a宅y－Maki難g　Power　a簸d　Procedure，2。£貨ect　of　Trea宅ies　in旗e　C三論ese

］N（Eunicipal　Legai　erdef，　（a）　］N4unicipal　Validity　of　Treaties，　（b）　1）irect　AppEication

of　Treaties，　（c）　Confiic£　between　Treaties　and　Nlunicipal　Law，　（d）　IRterpretation

of　Tx「ea麺es，　Co聡。翌縫sio貧

＝“麗ow賦ematiORa1　Law　was賊roduced蹴。　Chiむa”，《国隊法律同題研究》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（74－4一一266）　］．048
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　　　　中国政法大学出版社1999年版。

　　　　　互ntroduction，（｝）IPtterna電ional　Law　in　A簸cie継　C藪簸a，1．丁嬢ces　of

　　　　夏滋e怨at至。簸a豆Law竸A簸cie鑑C飯野a，（a）Diplomacy，（b）Treat量es，（c）Leagues，2。

　　　　EvalVtati◎n　oま‘“亙ftternati（撮a茎Law”癌A難cie凱t　C姦計a，（2）Chinese　Know隻edge　of

　　　　Modern　lnterRatienag　Law，　1．　Early　Exposure　te　lgternatioRal　Law，　2．

　　　　”Cranslatiexxs　ef　Vattel’s　Le　droit　des　gexs，　〈3）　Ferrcal　gntreductieR　of　Meder“

　　　　IRterwatienRl　Law　into　China，　1．　TraRsiations　ef　Wheaton’s　Elements　of

　　　　interveationesl　L㈱，2。衰eactiOitS乞。　the　E慮oductieft　of　M磁εr簸豆蹴e灘at油al

　　　　Law　into　China，（4）Failure・t◎aPP豊y勲er麟油a蔓Law麺De至e藍ce　of　C藪藍a’S

　　　　Iitterests　in　Fereigit　Relatgefis

王鑑平：《近代中外美禰史研究的新拓展一越《近代中国露量釣制度》》，《湘潭大学学

　　　　振（哲学社会科学版〉》1996年第2期。

刻悦斌1《蘇福成紺近代国隊法的接受和音用》，《河北師萢大学学根（社会科学版）》

　　　　1998年第2倦第2期。

夏泉：《試拾晩清早期駐外公使：的国防法意枳》，《江西社会科学》1998年第玲期。

　　　　　（1）国電法的最初楼播，（2）早期駐外公使対国隊法的初歩畝枳，（3）

　　　　早期意外公使対国隊法的実践：1．在対外交渉吋這用国隊法，2．在外交

　　　　淡麗吋応用国論法，（4）対早期慮外公使国隊法意恢的坪判

栃澤錐：《我国清代国晦1法之一瞥》，《中州学刊》1996年2月。

　　　　　（！）清朝与近代酒癖法的初歩接触，（2）国防法正式輸入中国之初，（3）

　　　　清政府在外交上対国防法的窃用，1。普海士在中国劇海拓留丹麦船事件，

　　　　2．中秘条釣事件，（4）細雨官員及学者対国阪法的看法，（5）藤代露国

　　　　称法学

　　　　：《近代国防法輸入中国及其：影回》，《法学研究》1999年第3期。

　　　　　（1）綴代与国防法的初歩接触和《尼寝癖噴飯》緊縮汀，（2）近代国防

　　　　法著作正式輸入中国之始，（3）中国第一介外事机掬一誌面各国事譜面肖的

　　　　没立，（4）清朝対外交往的主要規則一不平等条釣制度，（5＞清政府在外

　　　　交上対糞壷法的這用，（6）清代官員及学者対国防法的坪紛，（7）清代的

　　　　国除法学
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　　　　：《申国与国隊法》，《宏韓国隊法史》武双大学出版社2001年版。

　　　　　（1）中国古代国防法的遺　一春秋哉国勢期，1．国豚法的原則，2．国

　　　　防法主体，（a）周王朝，（b）方伯，（c）渚侯，（d）附庸国，（e）夷秋，

　　　　（f）永久中立国，3．国家的要素和承諾，（a）国家的要素，（b）国家

　　　　的野杁，4．外交使芋：（a）外交使苓的稗癸，（b）外交使箏的等級和席

　　　　次，（c）外交使鵠的特紋，5．盟台墨野釣：（a）弥兵会規，（b）衣裳会

　　　　汲，（c）兵牟会双，6．和平解決国除争端：（a）和平的解決方法，（b）

　　　　強制性的手段，（c）仲裁，7．哉争法規：（a）宣哉，（b）作哉原野，（c）

　　　　害故手段，（d）俘虜的待遇，（e）武装中立，8．小男，（2）近代国際法

　　　　輸入中国及網野購，1．清代与国除法的初歩接触和“尼布楚御釣”的笠汀，

　　　　2．近代国防法著作正式輸入中国事始，3．中国第一介外事机絢一忌理各

　　　　国事劣衙肖的没立，4．清朝対外交往的主要規則一調平等条釣制度，5．

　　　　清政府在外交上対国防法的這用，6．先代官員及学者対国阪法的評紛，7．

　　　　小錯，（3）申隼民国附期的国阪法：1．慶釣這劫，2．対創建甲羅国的賃

　　　　献，（4）才覚人民共和国与当代国防法，1．概況，2．和平共姪五項原剛：

　　　　（a）和平共楚五項原刷的含文，（b）和平共処五項原則与“照合国四駅”

　　　　的宗旨和原則，（c）和平共襟五項累層生意文，3．国華法上的承杁，4．

　　　　国隊法上的麩承，5．国籍，6．和平解決国隊争端，（5）中国的国酒法学，

　　　　1、聖代的国隊法学：（a）清代国除法学的特点，（b）清聴国隊法学的地

　　　　位和作用，2．中隼民国吋期三国隊法学，3．一党人民共和国的国歩法学：

　　　　（a）初歩建立酎期（1949　一　50年代末），（b）萎縮三条吋期（60年代初一

　　　　70年野末），（c）恢三和笈展財期（20世妃80年代以来），a．造畢了一大批

　　　　国防法学的斐臼人才，b。出版了一批国恥法学槍著，　c．成立了余弊有美

　　　　国詠法学的研究机絢，d．参加了各榊国轡師銀的工作

超志輝：《知日良与近代中西文化交流》，《華南文化》！999年第4期。

郊文挙、王政黎：《国晦ミ法規念与中国法的近代昼型》，《天府新沿》！999年第1期。

熊月之：《晩国方介政治無縫：的翻澤与使用》，《史林》！999年第1期。

文ll保剛：《沿晩清士大夫公法規念的演変》，《漸江順子》！999年越3期。

　　　　　（1）だ然売知，深朗固拒的吋期，（2）有限了解，有限利用吋期，（3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（74－4－264）　1046
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　　　　　涯雨蓋，基本接受欝寸期

成暁峯、同型搏：《郭生煮与国豚公法》，《論敵教学》1999年第6期。

　　　　：（1）面諭燕対国防公法的接触和濾出，（2）郭嵩燕対国隊公法的初歩這

　　　　用，（3）郭嵩燕重視国隊公法的劫机和原因

林属彦、林広前：《槍中英爾国政府姓理林遅払事件的手法与恣度》，《厨史研究》2GGO

　　　　直証2期。

　　　　　（1）誌面，（2）美藩論鑑喜事件平面虚弱坪述，（3）中莫爾国政府対命

　　　　案的赴理手法与志度，（4）結濡

隊双燕：《晩清瀬西三三病毒区：1854年西方列強訟訴政府修釣淡判浅析》，《獲：肖大学

　　　　学扱（哲学社会科学版）》2000年第2期（息第142期目。

　　　　　（1）修釣要求的提出及其淡雲，（2）美予修釣淡判的思考

周菊差：《煮汁与西方法律文化在中国的佑播》，《山家師大外国語学院二面》2000年第

　　　　4期（忌第5期）。

　　　　：（1）翻洋与西方法律思想在中国的接点，1．愛国志士林鋼徐的翻洋活幼，

　　　　2．京師同文熔和江南制造局的翻峰幽幽，3．　学会的翻深活劫，4．再

　　　　夏等人的幽谷活幼，5．中江笏介和《民釣給》，（2）翻洋与西方法律制度

　　　　在中国的移植，1．面当法律備与部肖法，2．完政編査棺与島法，3．商

　　　　劣印禰熔与《新洋日本法規大全》

田涛：《晩清国隊法輸入述槍》，《天津社会科学》1999年第6期。

　　　　：《丁遇良与“万国公法”》，《社会科学研究》1999年5月置

　　　　：《19世紀下半期中国知枳界出国隊法双念》，《近代史研究》2000年第2期。

　　　　　（1）洋鵡吋期思想家的隠隠，（2）唇示三富：初歩的主愚意恢，（3）可

　　　　侍与不可侍之同，（4）以公法通《春秋》一錐新派的公法親，（5）結悟

　　　　：《邦規砂海国豚法的杁恢》，《天津輝萢大学学振（社会科学版）》2001年第

　　　　6期（忌第159期）。

　　　　：《国防法輸入与晩照中国》済南出版社2001年版。

　　　　：尋給，（！）中国与国隊法的早期接触：L累期的出会，2．林刷徐翻澤

　　　　国隊法的雲拭，（2）《万国公法》：晩清国隊法系銃輸入之升端，1。《万国

　　　　公法》的翻洋与出版，2．《万国公法》之内容与傾向，3．丁題良之意図，
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　　　　4．清政廣的反帝与《万国公法》的影踏，（3＞洋法輪期諸国隊法輸入，1．

　　　　丁匙良同文熔酎期的国豚法犀著，2．同文棺的公法教育，3．丁髄良晩年

　　　　的洪学与一生山禰之評恰，4．江南制造船激論的几科国恥法醤籍，5．早

　　　　丁台洋宿望与国隊法的接触，（4）留El学生与20諸多己初年的邸示法輸入，1．

　　　　留日学生峰著介多召，2．新刊物与国論法知源之胎向，3．20世妃初年国隊

　　　　法輸入之無点，（5）国防法与晩清知源界，1．洋劣肘期思想家的杁恢，2．

　　　　国除菌念与主論意恢，3．四位青年士子的答案，4．可暗晦不可主命向，

　　　　5．以公法通《春秋》一志新派的公法規，6．世紀初的反思：理性面向，

　　　　7。方式鉄心恣：一一点審判，（6）国防法与粛清外交，1，，早期的反映：60

　　　　一・70年代，2．均勢理槍転出繭，3．公法意沢的強化：伊牽交渉，4．中

　　　　法臨海：一一次鐘撞，5．『【亦澗与挫折：1885年以后，6．晩清政府立国喪組

　　　　銀，7．障碍：佑統与現宴，結浩

　　　　：《阿巨獣観血案焦熱満国人的国防法印象》，《天津師萢大学学根（社会科学

　　　　版）》2002年第3期（恵第162期）。

柳賞：《国隊法的輸入与中国外交近代化的起歩》，《天津社会科学》2001年第1期。

　　　　　（1）国家主枚平等思想的序生，（2）使領制度的礁立位海外隼併的豊強，

　　　　（3）均勢原則的接受和多用，

　　　　、曹駐：《拭槍国防法的輸入ヌ寸晩清外交近代化的影日向》，《青島科技大学学振

　　　　（社会科学版）》20G2年第4期（忌第65期）。

　　　　　（1）林洋《国訴法》与国隊法巖早輸入中国，（2）《万国公法》及其綾入

　　　　中国，（3）国随法対晩清外交近代化的影噛，1．血清外交密密鞍型溶血歩，

　　　　2．国家主枚平等思想的声曲与墓誌外交体制的鷲型，3．国P5」ミ法干近代中

　　　　国外交淡判，（4）霊魂

李股楡：《申国近代国防法探源》，《四周教育学院学籍》2001年第17巻第7期。

　　　　　（1）中国古代没有近熱意文的国隊法，（2）中国接銃的世界秩序一朝貢

　　　　制度，（3）鉱毒与国隊法的最初接触，（4）国語法正式輸入中国，（5）結

　　　　槍

超宝髪：《試聴中飛哉争中的国隊法同題》，《数台目隠学院学振（哲学社会科学版）》

　　　　2001年第！8省第3期。
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何勤隼：《‘万国公法’与清末国1琢法》，《法学研究》2001年第5期。

　　　　、李秀清：《外国法毒中国法一20世妃中国移植外国法反思》（第5章国防

　　　　法），中国政法大学出版社2003年版。

　　　　　（1）“万国公法”与清末国語法（566－591頁），（2）略槍民国吋期中国

　　　　移植国隊法的地回与宴践（592－6G4頁），（3）5G年代后中国対券朕国隊法

　　　　的移植（605－615頁）

　　　　：《中国近代目腐法的誕生与成長》，《法学家》2004年第4期。

　　　　　（1）近代国隊法学的形成与友展，（2）近代語詠法名油点坪，1．中村

　　　　両為著：《平吋国威公法》：《悪止国防公法》，2．周鰻生著：《国防ミ法大姻》，

　　　　3．論証論著＝《申国国除私法槍》，4．対気人、畑鼠歓著：《国詠法笈迭史》，

　　　　（3）申国近代国隊法宏双坪悦

　　　　、李秀清（山繭）：《民国法学拾文精葦（第6巻）：鼻毛法律篇》，法律出版

　　　　社2004年版。

　　　　：《外国入端中国近代法学》，《中外法学》20G4年第4期。

　　　　：《佳教士与中国近代法学》，《法制与社会笈展》2004年第5期（忌第59期）。

　　　　：《法科留学生与中国近代法学》，《法学稔伝》2004年第19巻第6期。

陶工：《中国近代法学用船回読》，《安徽衣豊大学学振（社会科学版）》2002年第1！轡

　　　第2期。

界素玲：《邦双幅与西方法律詰論的移植》，《ll令南文史》2002年第3期。

　　　　　（1）世界公法規，（2）届済立法双，（3）修論規，（4）議政規

趣明：《近代中国対“由利”概念的感恩》，《現代法学》2002年2月第24省…第1期。

除二二：《体系与沖突：1854年修釣交渉再無視》，《西南交通大学学振（社会科学版）》

　　　　2002年12月第3巻第4期。

　　　　　（1）交渉始末，（2）一位的沖突，（3）余槍

1弥玉祥：《丁田良与“万国公法”》，《新i靖出版交流》2003年2月。

張燕清：《丁題良能“万国公法’㌧兼槍国議ミ法学奈漸之肇始》，《徐州師萢大学学振（哲

　　　　学社会科学版）》2003年第29二面3期。

素建隼：《小論詠出万国公法会》，《近代史研究》2003年第1期。

施建巣：《国除法的輸入与中国近代国家主枚親念的友初》，《南平師奪学撮》2003年第

1043　（74－4－26！）



19世紀東アジアにおけるヨー一・wッパ國際法の受容（完）　F　73

　　　　22巻第1期。

　　　　：（1）1840年鴉片哉山前后，近代国家主点魂念的三二与“萌芽”，（2）1860

　　　　年第二次鴉片哉争后，近代国家二枚）硯念的初歩杁」二二深化，（3）1880年前

　　　　后近代使領制度的磯立，林志着晩清近代国家主枳双念的初歩形成

蒋：既波：《拭析曾妃素的近代国源法意沢》，《而水師萢奉科学二二振》2003年第25雀i第

　　　　3期。

張世明：《二代宗藩晶系的Eii史法学二二透視分析》，《清史研究》2004年2月第1期。

　　　　：（！）宗藩美点二品生学分析，（2）清高旧藩美系的二二学分析，（3）清

　　　　代言藩美系的法理学分析

余尤生、林鉦：《蘇福成国豚法思想述槍》，《上続師萢学院学扱》2004年忌24巻第1期。

　　　　：（1）主張接受国除法，接両国除社会，（2）二心髭籍国隊法，推扮国家

　　　　主枳，（3）三主変法義強，謀求国豚地位平等

管伶：《槍申国近代国隊法規念的肇i異》，《政法稔撚》2004年第3期。

隊瑚：《小回晩清中国憲近代国除法》，《差州学刊》2004年第4期（忌第139期）。

曹英、対菰隼：《槍早期舞新派的国家主枳記念》，《長沙理工大学湯振（社会科学版）》

　　　　2004年第19巻第4期。

　　　　　（1）国家主二二内山与早期鑑新派国家主叔双念的声生，（2）早期鍵新

　　　　派国家二枚麗念的表現，（3）早期錐新派対中国主枳沿二二原因与対策分析

韓小林：《洋勢派島国称法的杁源和透用》，《中山大学学報（社会科学版）》2004年忌

　　　　44巻第3期（忌189期）。

　　　　　（1）洋品這劫二期国豚法在中国的佳播，（2）洋劣派対国隊法的杁恢，

　　　　（3）洋劣遁劫無期鉢山隊法的山鼠

何大送：《丁題良与京師同文棺》，《北方槍塾》2005年第4期。

　　　　　（1）丁題良受聰岡文糖，（2）丁此此対嗣文豪的改造，（3）京師嗣文棺

　　　　的逸史影廟

侯強1《晩清外交和島与近代中国法制現代化的屈蒙》，《二二社会科学》2005年第3期。

榊平絶：《杁無二同文熔之創投看西三二漸在中国》，《湖北　二二視大学七三》20◎5

　　　　年忌22巻第1期。

丁光津：《拭槍北京同文熔対近代国阪法的翻峰与教学》，《西隼師萢大学学扱（哲学社
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　　　　会科学版）》2005年第4期。

高息平：《中国近代国隊法翻洋第一人：丁匙良》，《延安大学学撮（社会科学版）》2005

　　　　年第27雀第2期。

　　　　　（1）杁佑教士到二品家的翻洋房論及成就，（2）国隊法翻鋒的幼机，（3）

　　　　丁匙良品翻憐策略，方法或手段，（4）国防法翻峰在中国翻峰史上的影鴫或

　　　　意又

張用心：《“万国公法”的几全向題》，《北京大学回収（哲学社会科学版）》2005年第42

　　　　省第3期。

　　　　　（1）版本，（2）翻洋出版的由来四這及背景，（3）内容

趣悉宏：《曾多己洋的国防法雨裸与湿田初槍》，《盆城工学院学振（社会科学版）》2005

　　　　年第2期。

　　　　　（！）曾多己澤的国記法杁沢，（2）曾妃洋在行劫上対国隊法的実践，（3）

　　　　対曾妃澤国隊法這用的評論

王升祭：《1864年清魚島洋“万国公法”所据版本同題考昇》，《北京師萢大学学振（社

　　　　会科学版）》2005年第6期（忌192期）。

弥喩：《M国防法角度看中法哉無期同的英国“中立”》，《吉林省教育学院学振》2005

　　　年第4期第21巻（忌89期）。

邦釧順、張ニエ1明：《近代国防法与中法昌江哉役》，《学木月刊》2005年第6期。

段碕：《丁匙良与西出奈漸》，《世界宗教研究》2006年第1期。

　　　　　（1）力中国翻悸了第一本法学著作一恵頓（H．Wheaton）的《万国公法》，

　　　　（2）力中国人引遊西方自然科学哲学等著作，（3）引遊西学，改造京師同

　　　　文糖，（4）山鼠字引入翠鳥字母排音，（5）錯濡

況落隼：《大沽口船舶事件：晩清外交這用国隊法的成功介案》，《安庚鋪萢大学学振（社

　　　　会科学版）》2006年忌25巻第1期。

陪玉芹：《林則記田“滑迭4∫く各国呂律例”》，《盈城師萢学院学摂（人文社会科学）》2006

　　　　年第26巻第3期。

田玉才：《試給邦規自活国阪法思想》，《四川師萢学院学振（哲学社会科学版）》2000

　　　　年3月第2期目

　　　　：《清代后期国阪法在中国的佑播新槍》，《吋代法学》2006年第4巻第4期。
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　　　　　（1）鴉片岐争訟中国与国防法的初歩接触，（2）清后面恥隊法在中国的

　　　　楼播，（3）小禽

　　　　、杵秀文：《清幽后期地主醗級改革派対国礎法的這用》，《廊坊師萢学院学振》

　　　　2006年第22巻第3期。

修志君：《近代一興法在申国的佑播及影鴫》，《青島大学師萢学院学振》2006年第23

　　　　巻第3期。

　　　　　（！＞近代国詞法在申国的佑播，（2）近代国隊法対中国的影繭，（3）錯

　　　　束活

苅晃姫：《天工法学在中国的成長》，《行政与法》2006年1！月。

　　　　　（1）西方国詠法著作的輸入，1．佑教士的翻鋒，2．留日学生的努力，

　　　　（2）申国近代ヌ寸国豚法学的佑播教育，（3）中国近代外交机制的鰯建和ヌ寸

　　　　外交渉，！．机絢的凌置与懸紐使臣，2．利用国防法学理拾与宕国逸行交

　　　　渉，（4）国防法学在中国現当代的笈展，（5）中国国国法学体系的絢建

躯勢：《近二十年郭嵩燕与国防法伺題研究綜述》，《船山学振》2006年第1期（夏恵第

　　　59期）。

　　　　　（1）対郭嵩煮接触万国公法的研究，（2）対郭臨画国隊法意沢的研究，

　　　　（3）対手嵩燕蓮用国隙法的研究，（4）結束梧

　　　　：《郭講壇対国防法的杁暴露這用》，湖南大学，2006年硬士学位艶文。

申■星＝《凶手求本道“枳利”》，《法謝与社会笈展》2006年第5期（恵第71期）。

　　　　　（1）“紋利”一纏何紛来？，（2）板利的本質力餅？，（3）枳利本贋之

　　　　反思与私見

張歎民：《晩清政府的条釣外交》，《房史懸案》2006年！期。

　　　　：《国除法与晩清近代外交》，《社会科学槍伝》2GO6年3期。

　　　　　（ユ）国称法接入中国，（2）国防法対晩清近代外交的影噛，（3）国防法

　　　　在晩清外交的謹言性，（4）結槍

　　　　、徐寒紅：《鱗葉外交変化的規念因素》，《国1赤政治科学》2006年2期。

張李蕾：《国防法的輸入毒中国国豚法学的誕生》，《科技鋒済市坊》2006年8期。

昌暁燕：《從1早期癌外使領的法律：思想和宴践》，河南大学，2004年藩士学位槍文。

洪燕：《瞬治年向“万国公法”在中国的稜播和泣用》，隼奈師萢大学，2006年碩士学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（74－4－258）　1040
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　　　　　位槍文。

対玉国：《瀬高恵与晩晴中国外交》，河北師萢大学，2GO6年碩士学位槍文。

張玉明：《晩清国豚法研究回顧出前謄》，《西隼大学学振（哲学社会科学版）》2006年

　　　　　　　　8月第4期。

　　　　　　　　：《晩晴公法外交述槍》，《国豚政治研究》2007年第1期。

Lydia狂しiぺ‘Legislating　the　universal：The　CifcugatiOR　cf　internatioitai　Law　iR　the

　　　　　　　NineteeRth　Century”，　in　Lydia　｝｛．　Liu　ed．，　Tokens　of　Exchange．’　The　Problem　of

　　　　　　　Translation　in　Glebal　Circntations，　Duke　Uitiversity　Press，　a999．

　　　　　　　：　（X）　IRtroductien，　（2）　The　Questieit　ef　Coioniai　Nistoriography，　（3）　Linguistic

　　　　　　　aga重麟tぬe“翫glis濾arbar紬”，（4）MissieRary，　Trans夏ater，　aftd　Dipiegna£，（5）

　　　　　　　Translating　Elements　of　lnternationag　Law，　（6）　ProduciRg　Universal

　　　　　　　KRowledge，　（7）　NegotiatiRg　Cexnsu｝eitsurabiiity

四、韓国

。ぬai　N騰殴飢殴ε纏Atti鰯6s㈱磁癬翻伽nal　Law：殴α　se　St助《）f　Korees，

　　　　　　　University　of　Penitsylvania，　Ph．D　Dissertatioit　（Z967）．

　　　　　　　：（1）亙就罫。磁ct沁簸，（2）藪es£arch　D£s19簸：A簸alytlcai　Framew◎rk　of璽鴫樋靱（3）

　　　　　　　Korea　and　lnternatioital　Law　dufing　her　Stfuggle　for　lndependence，　！．　Kerek’s

　　　　　　　ERtry　i簸t◎the　Ra搬i夏y　of　Na額。盤s量簸t魏e　188（），s　a簸d　subse（茎藁e互寛Devek）P難e簸宅

　　　　　　　鷺沿沁19G5，2。病難e　Pre－A国劇exa宅i◎塾Era，3，　The　？ost－Aitnexatioit　Era，（4）K鍍ea

　　　　　　　a磁£he　Law　oftむe　Sea，（5）Korea　a墾d　t簸e　LawofW鉱（6）K儂a繊d　t蝕e　Law　of

　　　　　　　Territoria9　Jurisdiction，（7）S鷺m懲ary　a鍛d　Co黙c1聡i幡

　　　　　　　，“Korea’s　Receptio簸a雛d　DevdoP鵬e疵。歪無tema宅豊。貧ai　Law”，麺Jae　Sc睡ck　Pae

　　　　　　　et　al，　Korean　lnternational　La・w，　Korea　Research　MeRograph，　CeRter　for

　　　　　　　Korea簸S綴dies，夏nstitu総of　Eas宅Asiait　St嚢d絶s，　U癒vefsity　oだCa豊i董br簸ね，

　　　　　　　BerkeSey　（198a）．

　　　　　　　：（1）夏雛od顧lo遡，（2）First　Pe蜘d（1882－1904），1．互櫨od瞭io鶏2．　Koreざs

　　　　　　　Experience　wi轍亙就e職a宅io藤Law：WesterR，　Japanese，　a総C飯簸ese
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　　　　InfiueRces，　3．　A　｛Jitique　Encounter，　4．　An　Ambivagent　Experience，　（3）　Second

　　　　Pexiod：　Korea，　a　Less－Than－Sovereign　Entity　（i9＃5－1947），　1．　introductioR，　2．

　　　　Futile　Appeai　to　the　United　States，　3．　Plea　at　the　Hague　Peace　Conference，　4．

　　　　Attempt　te　the　Versaiikes　Peace　Conferekce，　5．　PetitieR　to　the　WashingtoR

　　　　Disarmaxnent　Conference，　（4）　Third　Period：　CeRtribution　to　lntemational　Law

　　　　G948－Present），　X．　IRtroductieit，　2．　Dedance　of　the　Traditional　Law　of　the　Sea，　3．

　　　　Depreciatien　of　the　Traditional　Mode　ef　Acquiring　Territory，　4．　Demurral　of

　　　　Traditien31　Law　of　War，　5．　Disavowal　of　Traditiefial　Texritorial　Jurisdictlon，　（5）

　　　　（）ORcl額siO鷺

｝lam　Pyong－ckun，　“Korea’s　Encouitter　with　the　Western　Law，　X866－age6　A．D．”，　Kgrea

　　　　Observer，　Vol．1，　No．2　（i969）．

田鳳徳、「頑尋号テ出潮民田斗フ｝喜入レぽ」（大韓：国国制の制定と基本思想））『法史

　　　　学研究』（創刊号、1974年）。

　　　　、　r二号心元唱三号祥』　（韓国近代法思想史）博英社（1980年）。

李二二、「三法一望薯潮曇心隔溢出鰯吾尋叫そ｝潮司旦零エ巷：再司望尋曙

　　　　号山鵯雪冒含量一心呈」（韓国とN本の国際法の発達に関する若干の比

　　　　較的考察：特に日本の国際法の発達を磁心に）『大韓国際法学会論叢g第二

　　　　〇巻一・二合併号（1975年）。

　　　　：一、開国と国際法（問題の提起）、二、日本の国際法の受容、三、明治時

　　　　代における国際法の発達とその機能、四、韓国の国際法受容の状況、五、

　　　　韓国の独立闘争の過程における国際法的経験、六、日本の国際法発達の方

　　　　向、七、西欧の衝撃に対する韓国と日本の反応の社会的要因の比較、八、

　　　　結び

　　　　、「面面溢泌補雨露三鵯コ｝司薯1吾吾苛刈唱潮。面面♀種｝石面瑚エ麹

　　　　（中国の国際法の導入と適用：中共国際法に対する理解のための序論的考

　　　　察）『法学』ソウル大学、第四巻（特別号、1979年）。

　　　　：一、序論、二、中国（清朝）の朝貢制度、三、中国（清朝）の国際法の

　　　　導入、四、中華民国と国際法、五、おわりに

　　　　、「謡号喫望薯潮湘号斗暑刈唱」（韓国及び日本の開国と国際法）r学術

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（74－4－256）　1038
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　　　　院論文集（人文社会編）』（！980年）。

　　　　：一、開国と国際法（問題の提起）、二、西欧国際法の性格、三、日本の開

　　　　国と国際法、（一）日本の開国と国際法の受容、（二）明治時代と日本の国

　　　　際法、四、韓国の開国と国際法受容の状況、五、結び

　　　　、「ぞ晋烈警刈唱朔朗尋三三」（申国の国際法に対する態度）『法学』ソ

　　　　ウル大学、第二二巻三号（198！年）。

　　　　：一、序論、二、国際法の任務、三、国際法の定義、四、国際法の性質（一

　　　　般国際法体系の存在性と上部構造のジレンマ）、五、国際法の淵源、六、国

　　　　際法と国内法との関係、七、国際法学、（一）国際法学の性質、（二）資本

　　　　主義国際法学派に対する批判、（三）中国における国際法研究の概況、八、

　　　　おわりに

蓑載堤、「尋号（斗レki　91母補唱潮憩碧（1）」（韓：国における国際法の生成（1））ll法

　　　　学3　ソウル大学、第二ー巻一号（1980年）。

　　　　：一、序言、二、旧韓国時代における国際法の受容と生成、（一）第一期：

　　　　一八七〇年代、（二）第二期：一八八三年以降～一九〇五年

　　　　働eJae－Schick），“丁無二s宅面。烈8ac瞭。㎜d　to　the　Devdopme嚢t　of賊ematlo難al

　　　Law　in　Korea”，　in　Jae　Schick　Pae　et　al，　Korean　lnternetienal　Law，　Kore3

　　　Research　IVIoltograph，　Center　for　Korean　Stgdies，　lnstitute　of　East　Asian

　　　St“dies，　Vniversity　of　CaliforRia，　Berkeley　（198i）．

　　　　，“Growth　of　the　Law　of　Nations　in　the　Yi－Dynasty　of　Korea”『法学』ソウル

　　　　大学、第二三巻四号（1982年）。

　　　　：　（1）　lntroduction，　（2）　The　Growth　of　the　Law　of　Nations　iit　the　Period　of

　　　　Yi－Dygasty：　1．　Fir＄t　Period　（187es），　2．　Second　Period　（a882－i905）．

李光麟、「聾号州戴（オ肩　9］記号号唱曙幸臣斗ユ（蓼磐」（韓国における萬国公法の

　　　　受容とその影響）『東亜研究』（西江大学）第一輯（！982年）。

　　　　：一一一・一・、序言、二、萬国公法の受容、三、萬国公法の影響、四、結語

Rhee　Sang－Myon，“K：orean　Amedcan　Treaty　and　Sino－Korean　Relations”『法学3ソウ

　　　　ル大学、第二三巻四三号（1982年）。

　　　　：　（1）　Introduction，　（2）　Korea　in　the　East　Asian　World　Ofder，　（3）　New　Impetus

IO37　（74－4－255）



！9世紀東アジアにおけるヨーロッパ国際法の受容（完）　F79

　　　　from　the　Sea　and　Doub£s　about　the　Oid　Order，　（4）　IRtroductioR　of　lntermational

　　　　Law　to　the　Traditionai　Seciety，　（5）　Necessity　fer　LearniRg　lntemational　Lav，r，

　　　　（6）　Adoption　of　lnternational　Law　for　Participation　in　the　New　Order，　（7）

　　　　Concl駁sio捻

　　　　，　“｝〈oreaft　Attitudes　toward　lntemational　Law　before　the　Open　Dooy　to　the

　　　　West”『法学』ソウル大学、第二四巻二・三号（1983年）。

　　　　：　lntroduction，　（1）　Korea’s　Long　Seciusion　and　the　West’s　Early　Efforts　to

　　　　Open　the　Door，　（2）　Need　for　a　Treaty：　American　lnitiative　and　China’s　Efforts

　　　　to　Maintain　Suzeranity，　（3）　Negotiation　and　ConclusioR　of　the　Treaty，　（4）　The

　　　　Korean－Arr｝erican　Treaty　in　Practice：　Mutual　Efforts　to　Estabiish　New　Order，

　　　　CORC至usio難

金鳳珍、r三田潮　二号三唱　幸喜州　暑尋望エ邊＿フ腫｝釜。糊口　看くユ碧遇朔

　　　　○障フ1叫ス］』（朝鮮における萬国公法の受容に関する一考察：開港前夜から

　　　　甲申政変に至まで）ソウル大学、外交学科修士論文（1985年）。

　　　　：一、序論、（一）問題提起と研究演的、（二）予備的考察、（三）研究範囲

　　　　と接近方法、（四）既存研究業績の検討、二、朝鮮の公法受容：開港前夜：か

　　　　ら壬午四三以前まで、（一）開港以前公法体系との接触と『萬国公法sの流

　　　　布可能性、（二）開港期から一一八七〇年代末までの公法受容、（三）開化政

　　　　策の推進と公法受容、（四）領二二の派遣と朝米条約の締結を通じた公法受

　　　　容、三、朝鮮の公法受容：壬午混乱から甲申政変まで、（一）壬午軍乱の収

　　　　拾以後の公法受容と「二二体系」の成立、（二）『漢城旬報』に見る公法受

　　　　容、（三）「急進開化派」の公法受容、（四）公法受容の過程における甲二二

　　　　変の意義、四、結論

　　　　、「『を徳義互』9］二二導墨虚二二二号二千喜」（『漢城二二』の発行と

　　　　朝鮮の萬国公法の受容）『韓国社会史研究会論文集（第4輯）：韓：国伝統社

　　　　会の構造と変動選文学と知性社（1986年）。

　　　　：一一一・k、はじめに、（一）問題の提起と研究鑓的、（二）研究の範囲と接近方

　　　　法、二、予備的考察、（一）『二二』の創刊と廃刊、（二）『周回』の発行時

　　　　期までの朝鮮、清、日本の新聞発行の様態、三、『周報』の発行からみた朝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（74一　4　一254）　1036
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　　　　鮮における萬国公法の受容、（一〉『周報』の発行時期の国内外情勢の概観、

　　　　　（二）『周報』に見る公法関係の記事の内容、四、結び

　　　　、「朝鮮の万国公法の受容一開港前夜から甲申政変に至るまで（日文）」（上）

　　　　　（下）、97北九州大学外国語学部紀要』第七八号（！993年））、第八○号（1994

　　　　年）。

　　　　：一、はじめに、二、開港前夜から壬午事変までの公法受容、（一）開港以

　　　　前の公法受容、（二）開港から一八七〇年代末までの公法受容、（三）開化

　　　　政策の推進と公法受容、（四）紳士遊覧団による公法受容、（五）領選使派

　　　　遣と対米開国による公法受容、三、壬午事変から甲申政変までの公法受容、

　　　　　（一）壬午事変の公法受容と「幽幽体制」の成立、（二）『漢城旬報灘に見

　　　　る公法受容、（三）「急進開化派jの公法受容、（四）公法受容の過程におけ

　　　　る甲申政変の意義、四、結び

　　　　、f「礼」と万国公法の問一朝鮮と初期開化派の公法観（日文）」『開港期韓

　　　　国における不平等条約の実態と朝鮮・大韓帝国の対応lt　Korea　Foundation二

　　　　〇〇一年度共同研究プロジェクト研究成果報告書（研究代表者：柳原正治）

　　　　（2002年）。

　　　　：一、万国公法の伝播、伝来、二、公法知識の公的、私的流入、三、公法

　　　　知識の習得と活用、四、「礼」と公法、五、「礼」から公法へ：自然主義と

　　　　実証主義の間、六、公法観、文明観の異同：穏健開化派と急進開化派の観

　　　　念分化

　　　　、廟南国と属国の間一月吉溶の『邦国の権利gと「両戴体制」論を中心と

　　　　して（日文）」鷺韓国際法史学術ワークショップ（九州大学、2005年2月19

　　　　日）。

　　　　：一、はじめに、二、『邦国の権利ltの著伶年度、著作背景そして関連著作、

　　　　三、「両肩体制」とその批判、四、「両全体制」一受裏白と贈軽卒のあるべ

　　　　き体制、五、贈貢国と属国・属邦の区別、六、終わりに一一「万国平等秩序」

　　　　の構想

　　　　、『東アジア“開明”知識人の思惟空間：鄭観応・福沢諭吉・違憲溶の比較

　　　　研究（日文）』九州大学出版社（2004年）。
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崔鐘庫（Choi　Choitg－ko），“The　Receptio簸of　Weste搬Law塗Korea”，　Korea　fozarnag，

　　　　UNESCO，　Voi．5，　No．2e　（198g）．

　　　　、r尋苛潮石詠唱幸島入掴（韓国の西洋法受容史）博英社（1982年）。

　　　　、「魁舜暑鵯」（萬国公法）r法律新聞』（ig86年12月8日）。

　　　　、「尋号フ膏尋フ｝　9］砂面唱叫」（韓国開化期の国際法学）雷韓国国際法学の諸

　　　　問題』箕堂李西之博士古希記念、博英社（1986年）。

　　　　　一一一一、序論、二、開化期の国際法学、（一）漢訳国際法学書、1．『萬国公

　　　　法』（一八六四年）、2．『公法便覧』（一八七七年）、3．『公法姦通』（一八

　　　　八○年）、4．『萬国公法要略』（一九〇六年）、（二）国際法教科書、1．石

　　　　鎮衡著、『平時国際公法』（一九〇七年？）、2．李用茂著、r国際公法』（平

　　　　時之部）（一九〇八年？）、3．朱引均著、『萬国公法g←九ケ八年？）、4．

　　　　劉文換著、『国際私法2（一九〇八年？）、5．朴晶東浦、『国際公法誌』（一

　　　　九〇七年）、（三）法学論説：一九〇五年から一九一〇年合併までの国際法

　　　　関係の論説、三、結論

　　　　、r尋母帽瞬フ】　93号刈唱暑615r薯」（韓国開化期の国際法用語の受容）『法

　　　　学£ソウル大学、第三〇巻三・四号（1989年）。

　　　　　一、序論、二、マーチンと国際法用語、三、日本の影響、四、韓国の国

　　　　際法用語の受容、（一）愈庚台の『法学通論』（一九〇七年）、（二）朴愚東

　　　　訳・金雨均校閲、ll国際公法誌讃（一九〇七年）、（三）石鎮衡の『平時国際

　　　　公法』（一九〇七年）、五、結論

　　　　、「聾乙鳥層潮刈磐唱潮幸喜斗遇薯」（韓国における西洋法の受容と変容）、

　　　　『法学』ソウル大学、第三三巻二号（1992年）。

　　　　：一、序論、二、受容の研究現況、三、歴史的受容過程、四、受容の解釈、

　　　　五、各法域における現況、六、法理論と判例、七、制度と法意識、八、結

　　　　論

金孝全、「外号摺潮哺今舛追号詠唱暑駐輪」（外国法の継受と韓国の法律文化）『東

　　　　亜法学』第三弩G986年）。

　　　　、「尋母輔望明暗号剛唱潮懸フ1ヰ書」（車隼国における国際法の初期受容）

　　　　『韓国国際法学の諸問題』箕堂李漢基博士古希記念、博英社（1986年）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（74－4－252）　1034
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　　　　：一、序論、二、開国と国際法一朝鮮の法的地位、（一）江華島条約、（二）

　　　　DenRyとM611eRdorfの論争、（三）称帝建元、三、激動期の朝鮮と国際法、

　　　　（一一）江華島条約と治外法権、（二）巨文島事件、（三）遅日戦争と局外中

　　　　立、（四）韓日協商条約と保護国、（五）外交権の剥奪と外交官、（六）李儒

　　　　烈士と萬国平和会議、（七）司法権委任の覚書、四、結語

　　　　、「暑報尋号朔9／　ol　N　g］号薄謝総説‘」（近代韓：国における国際法発達）『東

　　　　亜法学』第八号（1989年）。

　　　　　一一、序説、二、国際法に対する朝鮮人の態度、（一）漢城旬報、（二）皇

　　　　城新聞、（三）萬歳報など、（四）啓蒙雑誌、三、国際法の教育、（一）育英

　　　　公院、（二）法窟養成所、（三）漢城義塾、（四）光成商業学校、（五）光興

　　　　学校、（六）時務学校、（七）漢城法学校、（八）養正義塾、（九）普城専門

　　　　学校、（十）中京義塾、（十一）警監学校、（十二）大東専門学校、（十三）

　　　　隆煕法律学校、四、国際法に関する文献、（一）単行本、（1）条約集、（三）

　　　　論説そのたの文献、五、結語

　　　　、r肩早事唱01薯曙茎朝鳶薯』（西欧憲法理論の初期受容）哲学と現実社

　　　　（1996年）。

　　　　、『讐司寛｝号91号7杯楼｝：…号遭覇昇斗剋遭十二』（近代韓国の国家思想：

　　　　国権回復：と民権守護）哲学と現実社（2000年）。

徐賢墨、『近代図工関係と国際法受容（日文塑明治大学、法学博士学位論文（1988

　　　　年）。

　　　　、「モ職蜂望吾剤斗号癖馬午薯」（近代久遠関係と国際法受容）『外交』第

　　　　三六号（1995年）。

　　　　　…、序論、二、近代国際法関係の展開、（一）『萬国公法』の移入、（二）

　　　　朝鮮の嘆国公法」の受容、（三）「萬国公法」に対する期待、4．国際法の

　　　　先覚者、三、結語

　　　　、『近代朝鮮の外交と国際法受容（日文）』明石書店（2001年）。

　　　　　一、はじめに、二、朝鮮の開国、←一）西洋との衝突、！．オランダ人の

　　　　漂着、2．鎖国政策の強化、3．対仏・対米戦争、（二）開国以前の朝鮮と

　　　　日本の関係、1．華夷秩序、2．交隣関係の確立、3，貿易約定の締結、
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　　　　（三）強制された開国、1．日本の対朝鮮公法関係の模索、2．日本によ

　　　　る朝鮮開国、3．「万国公法」原理に基づく条約締結、4．朝鮮開国の評価、

　　　　三、朝鮮の9”万国公法』受容、（一）『万国公法』の朝鮮への移入、1．中

　　　　国・日本の漢訳『万国公法3書発刊、2．朝鮮への『万国公法』書の伝来、

　　　　3．開国初期の朝鮮の坊国公法」認識、（二）「万国公法」への関心の暫

　　　　増、1．朝鮮のアメリカ観の変化、2．対米修好条約締結、3．条約体制

　　　　への期待、4．外交・法律顧問の招聰、（三）「万国公法」への関心の広が

　　　　り、1．壬午軍乱、2．溝国の対朝鮮宗主権強化、3．「万国公法Gへの関

　　　　心の深化、4．「万国公法」原理の適用、！．開化派の「万国公法」認識、

　　　　2．華夷秩序克服の努力、3．「万国公法」の教習、四、結び

趙景達、「朝鮮近代のナショナリズムと東アジア：初期開花派の「万国公法」観を中

　　　　心に（日文）」坤国：社会と文化』第四四号（！989年）。

　　　　　一、はじめに、二、改良的開化派の対清協調論、三、変法的開化派の対

　　　　清協調論、四、愈吉溶の対清協調論、五、おわりに

諸成鏑、「辛尋噴唾号暑鷹野藤江：叫午薯：青墨二等叫望舜暑ぞ頽皇里」（旧韓末

　　　　萬国公法認識と受容：急進開化薬入士を中心に）『韓国法史学論叢』朴乗濠

　　　　教授還暦記念（ll）（1991年）。

　　　　　一、はじめに、二、急進開化派の形成、三、急進開化派の萬国公法の認

　　　　識と受容、（一）金玉均（一八五一～一一八九四）、（二）朴泳孝（一八六一～

　　　　一九三四）、（三）サ致昊（一八六四～一九四六）、（四）愈吉溶（一八五六

　　　　～一九一四）、（五）徐載弼（一八六六～一九五一・）、四、結び

金容九、ヂ絹磐繋囚P書01薯到蚤旭怨蟻壁碧聾杢エ（1）」（西洋国際法理論の朝鮮

　　　　伝来に関する小考（D）『泰東古典研究』第十輯（1993年）。

　　　　　一、はじめに、二、華墨秩序観念の自己克服の努力と挫折、三、マーチ

　　　　ン（WA。P　Ma毎R）と西洋国際法著述の翻訳、四、萬国公法の伝来と受容、

　　　　五、マーチンの翻訳と国際法原著の問題点

　　　　、尋閣建国、窪載号潮丑舜望早一一フ1尋λ｝豆斎鎌観司刈1』（韓：国外交羽研究：

　　　　基本資料と文献解題）ナナム出版（1996年）。

　　　　、『ス梱控｝善暑到テ刈相瀬叫：筈磐畷斗石磐暑望』（世界観衝突の国際
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　　　　政治学：東洋の礼と西洋の公法）ナナム出版（1997年）。

　　　　：はじめに、一一、ヨーUッパ公法の本質、（→ローマ法とJus　Gentium、（二）

　　　　中世とJus（｝entium、（三）国際法英雄時代とSus　Gentium、（四）19世紀ヨー

　　　　ロッパ公法の本質、二、事大秩序、（一）中国古典と天下、（二）明清年間

　　　　の事大秩序、三、ヨーロッパ公法の中国伝来、（一）東洋・西洋の初期接触

　　　　と西洋公法、（二）マーチンと西洋公法、（三）洋務運動と西ヨーロッパ公

　　　　法、（四）変法派、革命派、そしてヨーロッパ公法、四、朝鮮と西洋公法、

　　　　（一）異質文化圏との出会いと西洋公法の伝来、（二）二つの世界観の衝突、

　　　　（三）壬午軍乱と西洋の公法、（四）‘両戴体制’と西洋公法、（五）西洋公

　　　　法の援用と懐疑、結論

　　　　、「王遭朔9／　ol　N魁晋苦唱鱗粂喜斗調書」（朝鮮における萬国公法の受

　　　　容と適用）『世界政治』第二三巻一一号（1999年）。

　　　　　§次は下の日文の論文と転じ。

　　　　、「朝鮮における万国公法の受容と適用（日文）」『東アジア近代史』第二号

　　　　（1999年）。

　　　　　一、面一研究状況と漢訳版本、二、朝鮮伝来時期の問題、三、初期伝来

　　　　の状況、四、“両面体制”時期の万国公法伝来、五、ヨーロッパ公法の虚と

　　　　実、六、結び一万国公法の受容と適用の問題点、

　　　　、r補演義誉鬼斗尋豊曙旦舜1866－1882』（世界観衝突と韓末外交史一八

　　　　六六年～一一八八二年冬文学と知性社（20劔年）。

　　　　、「号禰噛鱗釜虚病調（哨邊尋桜井豪雨立法」（国際法の朝鮮伝来に関す

　　　　るいくつかの問題点）『開港期韓国における不平等条約の実態と朝鮮・大韓

　　　　帝国の対応』　Korea　Foundation　二〇〇一年度共寝研究プロジェクト研究成

　　　　果報告書（研究代表者：柳原正治）（2002年）。

　　　　　一、序論、二、19世紀翻訳の国際政治学、三、漢訳された諸著書の問題

　　　　点、四、『萬国公法sの朝鮮伝来の時期問題、五、初期受容の失敗と開化派・

　　　　衛正斥語派の対立、六、『萬国公法』の内容に対する選択的受容、歪曲、誤

　　　　解、七、『萬国公法sの伝来を阻害した諸要因

　　　　、「“蛙号晋摺”蓋暑薯斗“公法新編”oll購苛噌」（『萬国公法』の初版本と
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　　　　r公法新編』に関して）日韓国際法史学術ワークショップ（釜山大学、2003

　　　　年12月6日報告）。

　　　　　一、『萬国公法gの初版本（一八六四年）一漢文本300部、英文本？部、

　　　　二、il公法新編』

　　　　、「フ『呈三層閤嘉酒回航鵯」（巨文島占領とヨーロッパ公法）日韓国際法

　　　　史学術ワークシsップ（九州大学、2005年2月19日報告）。

　　　　：一、巨文島問題、二、用語、三、占領の背景、四、国際政治的意味、五、

　　　　主な研究、六、外交文書、七、韓半島に対するイギリスの認識、八、朝鮮

　　　　の対応、（一）第1次抗議、（二）回翰、（三）イギリスの反応、（四）第2

　　　　次朝鮮の抗議、（五）第3次朝鮮の抗議、九、結論

招層謝，「ぞ糾翔魂／マ｝号暑唱召三惑糾善望｝碧ヌ圃藻潮老翁（中華体感・萬国公

　　　　法秩序の錯綜と政治勢力の分裂），『韓国史』11，ハンキルサ（1995年）。

柳在坤、『竪刈潮頑尋謬幽幽司書蛙号暑唱』（草露の対韓侵略論理と萬国公法）韓

　　　　国精神文化研究院、韓国学大学院博士論文（1995年）。

　　　　：一、はじめに、二、N本の皇国史観と対外侵略論、（一）日本における韓

　　　　国訳、！．韓国観の原型、2．韓国観の確立、（二）日本の皇国史観、1．

　　　　山崎闇斎の承加神道、2．本居宣長の国学、3．平田の復古神道、4．水

　　　　戸学の大義名分論、5．吉田松陰の尊王愛国論、（三）対外侵略論の展開、

　　　　1．林子平の海防論、2．会沢正志斎の排外・擁夷論、3．本多利明の植

　　　　民地政策論、4．佐藤信淵の支那征服論、5．橋本左内の朝鮮合併論、6．

　　　　吉田松陰の朝鮮属国論、三、日本の萬国公法受容、（一）19世紀萬国公法の

　　　　量界、！。西洋型国際秩序、2．文明国、野蛮国、未開国、（二）19世紀東

　　　　アジアの国際秩序、1．華夷秩序体制、2．大君外交体制、（三）対外的危

　　　　機意識の韓臼比較、1．日本の対外的危機意識、2．朝鮮の対外的危機意

　　　　識、（四）萬国公法受容・認識の朝日比較、1．日本における受容、2．朝

　　　　鮮における受容、3．萬国公法に対する日本の認識、4．萬国公法に対す

　　　　る朝鮮の認識、四、明治初期における萬国公法世界に対する認識、（一）明

　　　　治政府の対外方針、！．明治政府の基本方針、2。朝鮮政府の明治維新観、

　　　　（二）岩倉使節団と“米欧回覧実記”、1．幕府末期の遣外使節団、2．“回
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　　　　覧実記”に対する評価、（三）岩倉使節団の派遣計画とその使命、！。岩倉

　　　　使節団の派遣計画、2．岩倉使節団の使命と目的、（四）岩倉使節団の萬国

　　　　公法世界に対する認識、1．岩倉使節団の大国認識、2．岩倉使節団の小

　　　　国認識、3．ビスマルクの萬国公法に対する認識、4．欧羅巴洲政俗総論、

　　　　5．東南アジア植民地支配観、（五）岩倉使節団の文明観、五、大久保利通

　　　　の対韓侵略論理、（一）岩倉見視の皇国論、1．岩倉の皇国論、2．岩倉の

　　　　“皇国の公敵”論、（二）日本の対韓侵略論理、1．幕府末期日本の対韓侵

　　　　略論理、2．明治初期日本の対韓侵略論理、（三）大久保利通の政権構造の

　　　　原型、1．岩倉使節団と大久保利通、2．征暴論政変と大久保利通、3．

　　　　大久保利通の構造とその特性、4．大久保利通の対韓侵略論理、1．アジ

　　　　アに対する大久保政権の対処方法、2．朝鮮派遣使節の決定、3．“萬国公

　　　　法”による朝鮮開国論、六、日帝の韓：国統監伊藤博文の対韓侵略政策、（一）

　　　　日本による韓国保護国化の過程、1．日本による韓国保護国化の過程、2。

　　　　伊藤博：文の統監就任、（二）伊藤の韓国統治観、1．伊藤の韓国現状観、2．

　　　　伊藤の韓国統治論理、3．韓国側の反応、4．伊藤の施政計画および方法、

　　　　　（三）伊藤の植民地作業、1．憲兵警察制度、2．財政制度、3．貨幣金

　　　　融制度、4．土地収奪体制、5．植民地教育制度、七、韓国光武帝の主権

　　　　守護外交、（一）光武帝の萬国公法認識と乙巳勒約無効宣言、1．開港反対

　　　　論、2．光武帝の国際清勢観と萬国公法観、3．萬国公法に基づいた“大

　　　　韓国制”制定、4．萬国公法と義兵戦争、5．光武帝の乙巳勒約無効宣言、

　　　　（二）海牙特使李楓葛の独立運動論、（三）東洋平和論の比較、1．伊藤博

　　　　文の東洋平和論、2．崔益鉱の東洋平和論、3．安重根の東洋平和論、八、

　　　　結び

　　　　、「尋望磐母玉鉾群遊囎粂暑一望鞠（重日両国の萬国公法受容・認識）

　　　　曝：日関係史研究』第七号（1997年）。

　　　　：一、はじめに、二、19世紀萬国公法の世界、（一）西洋型国際秩序、（二）

　　　　萬国公法の構成、三、萬国公法の受容、（一）日本における受容、（二）韓

　　　　国における受容、四、萬国公法に対する認識、（一）萬国公法に対する日本

　　　　の認識、！．萬国公法認識肯定論一（1）坂本龍馬の萬国公法認識、（2）
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西周の萬国公法認識、2．萬国公法認識否定五一（1）岩倉具視、木戸孝

允の萬国公法認識、（2）福沢諭吉の萬国公法認識、（一〉萬国公法に対す

る韓国の認識、！．萬国公法認識肯定論一（1）金壷植の萬国公法認識、

（2）余吉溶の萬国公法認識、2．萬国公法認識否定論一（1）平泳孝の

萬国公法認識、（2）金玉均の萬国公法認識、五、高宗皇帝の公法認識と“大

韓国国制”、（一）高訓皇帝の公法認識と上訴文、（二）公法に基づいた“大

韓国国制”の制定、六、結び

、「19補フ｝鵯薯潮回号暑望幸喜叫望碧」（19世紀β本の萬国公法の受容

と認識）『チョンゲ史学毒第十三号（1997年）。

　一、序論、二、19世紀萬国公法の世界、（一）西欧型国際秩序、（二）萬

国公法の構成、三、日本の萬国公法の受容、四、日本の萬国公法の認識、

（一）萬国公法認識肯定論、1．坂本龍馬の萬国公法の認識、2．西盛の

萬国公法の認識、（二）萬国公法認識否定論、1．岩倉見視、木戸孝允の萬

国公法の認識、2．福沢諭吉の萬国公法の認識、五、結論

、「載・面魂蛙号暑唱冷喜斗望召」（韓国の萬国公法受容と認識）ilソンム

ン大学人文無論文集g（1998年）。

　一、はじめに、二、萬国公法の鍵界、（…）西洋型国際秩序、（二）萬国

公法の構成、三、回国公法の受容、四、萬国公法に対する認識、（一）金允

植の萬国公法認識、（二）朴泳孝と金玉均の萬国公法認識、（三）愈吉溶の

萬国公法認識、五、高曇皇帝の公法認識と“大韓国国制”、（～）高宗皇帝

の公法認識と上訴文、（二）公法に基づいた“大韓：国国制”の制定、（三）

高歯皇帝の主権守護外交、六、結論

、「暑畷幽閉擁壁号暑唱・午薯叫望剤」（近代日本の萬国公法の受容と認識）

『ソンムン人文科学論叢』第二号（2001年）。

　一、序論、二、！9世紀萬国公法の世界、（一）西欧型国際秩序、（二）萬

国公法の構成、三、日本の萬国公法の受容、四、日本の萬国公法の認識、

（一）萬国公法認識肯定論、ユ．勝海舟の萬国公法の認識、2。坂本龍馬

の萬国公法の認識、3．西周の萬国公法の認識、（二）萬国公法認識否定論、

1．岩倉見視、木戸孝允の萬国公法の認識、2．福沢諭吉の萬国公法の認
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　　　　識、五、結論

金世民、「蛙母晋三二四韻甚7肩脅フ1益逗三二潮望召」（萬国公法を通じてみた開

　　　　港期朝鮮の対外認識）『史学研究』第五二号（1996年）。

　　　　、「三二フ1壁尋暑唱斗三三望忍」（開港期萬国公法と国際認識）『韓：国史と

　　　　東アジア』東アジア史研究会編（1997年）。

　　　　、「三層を旦／手互暑薯胡三豊二三摺湿｝」（漢城旬報・周報を通じてみた

　　　　萬国公法観）『郷土ソウル』第五七号（1997年）。

　　　　、r19補フ隠召週善三豊テ三唱望司望｝上溝」（19世紀末執権層の三国公

　　　　法認識と政策）『史学研究』第五八・五九三二（1999年）。

　　　　、rエ善入1司蛙号三唱oJ　N哩辛』（二二ll寺代における萬回公法の認識に関

　　　　する研究）（江原大学、史学科博士学位論文、！999年）。

　　　　　一、序論、（一）問題の提起、（二）研究目的および研究方法、二、朝鮮

　　　　の萬国公法受容、（一）時代的背景、（二）萬国公法の受容、（三）『山国公

　　　　法』、『公法会通』、三法便覧』、三、高宗の萬国公法認識、（一）李三章の

　　　　萬国公法認識と高宗、（二）『朝鮮策略gと萬国公法、（三）イギリスの巨文

　　　　島占拠と国際法的対応、（四）二二建元と大韓国国制の頒布、四、開化派の

　　　　萬国公法認識、（一）萬国公法肯定論、（二）萬国公法否定論、五、衛正斥

　　　　邪派の萬国公法認識、（一）儒生達の萬国公法認識、（二）義兵将達の萬国

　　　　公法認識、六、新聞記事に見る萬国公法、（一）漢城旬報、二二に見る三国

　　　　公法、1．漢城旬報、周二上の萬国公法の内容、2．局外中立、3．戦争

　　　　賠償金問題、4．その他、5．萬国公法肯定論、6．萬国公法否定論、（二）

　　　　独立新聞、皇城新聞、大韓毎日新聞に見る萬国公法、1．萬国公法の内容、

　　　　2．萬国公法肯定論、3．萬国公法否定論、七、結論

　　　　、「19補フ｝魁7肩糾跨91譜警苦唱三碧」（！9世紀開化派の萬国公法認識）『江

　　　　原史学』第十五・十六合輯（200G年）。

　　　　：一、序論、二、開化派の萬国公法文献、三、愈吉溶と朴泳孝の認識、四、

　　　　金玉均、ヂ二三、金三三の認識、五、結論

　　　　、「♀1層零二三潮姓号暑唱望苓」（衛正斥邪派の萬国公法認識）『江原史学』

　　　　第十七・十八合輯（2002年）。
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　　　　　一、はじめに、二、保守・改新儒生達の萬国公法賛反論、三、崔益鉱、

　　　　柳麟錫の萬国公法認識、四、地方儒生達の萬国公法認識、五、むすび

一　　　、rを号モ硝朴斗豊母暑唱』（韓国近代史と萬国公法）応仁文化社（2002

　　　　年）。

　　　　：序論、一、朝鮮の開港と萬国公法の受容、二、萬国公法の受容をめぐる

　　　　葛藤と国際関係、三、高宗と朝野知識人の萬国公法認識、四、言論に見る

　　　　萬国公法認識、結論

窪｝喜釜、r瑚聲71刈早層ヌ1叫潮三惑朔甚尋O子』（開化期西欧政治学の導入に関

　　　　する研究）（慶南大学・博士学位論文、1998年）。

碧書尋、「底面ぞ潮‘磐翌’禰圃喜：01秀出号禰出庫幽囚到　r喝テ潮面司』」喩

　　　　吉溶の‘島回’体制論：二重的国際秩序における『邦国の権利』）『国際政

　　　　治論叢』第三七集三号（1998年）。

　　　　：一、はじめに、二、背景：伝統的国際関係の変質、三、両戴体制論、（一）

　　　　国権概念と公法秩序、（二）国際関係における権利と信義、四、結び

　　　　、隆虚嫡囚91『舜観望手手潮尋層91粂薯：188G翌昏晦ぞ噌皇呈』」（朝鮮

　　　　における立憲民主主義観念の受容：一八八○年代を中心に）『韓国政治学会

　　　　会報』第三二輯二号（1998年）。

　　　　、「皇痛論潮回ヌ揖：！9層1フ】阜魁7η尋7個薯司囚潮テ週・望遭・｛丑週潮

　　　　豊禰」（内と外の政治学：一九世紀後半開化改革論における国権・民権・

　　　　君権の関係）『韓：国政治学会会報譲第三四輯二号（2000年）。

　　　　　一一、はじめに、二、主権概念の受容と自主・独立の意味、三、国権・民

　　　　権・君権の関係に対する認識、四、独立維持のための国内外的条件と認応、

　　　　五、むすび

　　　　、「モ｝司尋母潮手応項層潮論語公司薯譲」（近代韓国の主権概念の受容と

　　　　適用）『世界政治S第二五輯一号（2004年）。

　　　　：一、はじめに、二、予備的考察：事大中華秩序観念とその解体過程、三、

　　　　対外的主権論：事大関係と自主・独立、四、対内的主権論：主権の所在、

　　　　五、むすび

なをテ、「丑司竪薯潮“蛙号暑唱”ヰ喜司モ｝尋望干」（近代日本の「萬国公法」受

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（74－4－244）　1026



F90　74　Hosei　Kenkyu　（2007）

　　　　容に関する研究）『ジンダン学報』第八七号（1999年）。

　　　　．一、問題の提：起、二、日本の伝統的対外観念と危機意識、三、開国と萬

　　　　国公法の受容、四、明治維新と公法の活用、五、結びにかえて

招粂管、「ス三三誉暑斗1880唱報　呈旭潮　そ二三エ禰三三魯：潮早早λ→暑

　　　　ぞ唱立呈」（世界観衝突と一八八○年代朝鮮の近代外交制度の受容：外務部

　　　　署を申心に）窪韓国政治学会会報』第三四二二号（2000年）。

　　　　　一、序論、二、行為者間活動領域における世界観の衝突、（一）「人臣無

　　　　外交」観念と西欧の受容、（二）行為者間活動領：域における衝突、1．「交

　　　　膀」と「交際事務」の衝突、2．条約と“設館通商”、三、外務部署の受容

　　　　と清と日本の影響、（一）過渡期対日外交制度の整備、（二）総理機務衙門

　　　　と清モデルの影響：四強・外結」の総括、1．日本の創設勧誘と清モデル、

　　　　2．外務部署の萌芽：「四強・外回」の総括、（三）総理交渉通商事務衙門

　　　　と外務部署としての面貌の確立、1．「礼」観念の分離と外政の独立、2．

　　　　外交顧問を通じた清モデルの影響、3．4司1学と外交通商機能の専門化、

　　　　4．6司編制としての改編と外務部署としての面貌の確立、四、結論

　　　　、「釜虚潮丑胡母翌三三三三：公使曙刈山手ス肩舛山回♀1三三二二立呈」

　　　　（朝鮮の近代使節制度の受容：公使のソウル駐在と全権委任を中心に）『国

　　　　際政治論叢』第四〇三四号（2000年）。

　　　　：一、序論、二、朝臼修好条規第2条の交渉と伝統の影響、（一）朝日修好

　　　　条規第2条と使節制度の交渉、（二）国書と公使の等級、三、朝ff修好条規

　　　　第2条の解釈と公使のソウル駐在問題、（一）使臣の職務：“交際事務”の

　　　　解釈、（二）「使臣」、「駐留久暫」の解釈と館舎、（三）申濾との談判と三二

　　　　煕覚書、四、花房の派遣と公使のソウル駐在の実現、（一）花房代理公使の

　　　　派遣、（二）弁理公使の派遣と公使のソウル駐在の黙認、1．『朝鮮策略』

　　　　と修信使金弘集の影響、2．『請示節略』と公使のソウル駐在の黙認、（三）

　　　　アメリカ公使のソウル駐在の問題、五、『全権委任』と伝統使節制度の影響、

　　　　（一）朝日修好条規と全権委任、（二）細則協商と全権委任問題、六、結論

　　　　、「！880遇朝蛙テ苦唱曙組叫斗午書：釜碧書測暑秀想立旦」（一八八○

　　　　年代萬国公法の伝播と受容：朝清関係を中心に）韓国国際政治学会，二〇〇
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　　　　二年度年例学術会議、外交史報告論文集（2002年）。

一一@　、「1870唱六二翌91封日観：旧穀饗刈斗畳号苦唱艘λ桝誉暑」（一八七

　　　　〇年代朝鮮の対臼観：交隣秩序と万国公法秩序の衝突）『韓国政治外交史論

　　　　叢』第二五輯一号（2004年）。

　　　　：一、はじめに、二、書契問題と対日観、三、朝日修好条規と対日観、四、

　　　　修信使の派遣と対日観：修信使金綺秀と倭擁一体観の変化、五、結び

遇司・午、r19ス→レ〕望謡秀吾刈入｝曽子』（！9世紀末韓：中関係史研究）白山資料院（2000

　　　　年）。

薯ぞ頽、r湯里二号晋噌払子山斗望一朝豊謡曽子』（韓末萬国公法の受容と認識

　　　　に関する研究）（ソウル大学、社会学科修士学位論文、2002年）。

　　　　：一、序論、二、西欧の出現と華夷論的対応、（一）外勢の侵奪と思想的対

　　　　応、（二）朝鮮の対外認識の変化、三、西欧国際法の東アジア的受容：ヨー

　　　　ロッパ公法から萬国公法へ、（一）ヨーロッパ公法秩序と中華秩序の思想的

　　　　類似性、（二）西欧国際法の東アジア伝来と漢訳、（三）萬国公法の儒教思

　　　　想との親和性：自然法と性理論、（四）萬国公法の主権論と均勢論、四、朝

　　　　鮮の儒教的萬国公法の受容：東道西器と華夷思想の弱化、（一）萬国公法の

　　　　朝鮮伝来：萬国公法、公法編覧、公法弘通、（二）萬国公法の儒教的認識と

　　　　華夷思想の弱化、（三）萬国公法受容の儒教的正当化、五、萬国公法の政策

　　　　化と政治的適用、（一）萬国公法に対する開化派の認識：主権論と申立論、

　　　　（二）萬国公法に対する衛正斥富田の認識、（三）萬国公法に対する守旧派

　　　　の認識：公法会通の発刊と君主権の強化、六、結論：萬国公法の思想的認

　　　　識の限界

召是冊、「モ浦暑叫入1叫苛晶晶絹鱗遇暑斗層（蓋・午二王冊（！871豊）」（近代東アジ

　　　　ア国際秩序の変容と清E修交条規（一九七一年））『大同文化研究』第四一

　　　　輯（2002年）。

召喜李、「7鷺屠怒“元号暑碧”潮奈薯叫01洲」（開港前『萬国公法』の受容と理解）

　　　　『空士論文集』第四九輯（2002年）。

　　　　　一、はじめに、二、『萬国公法』の内容分析、（一）第一巻：国際法の定

　　　　義および主体、（二）第二巻：国家の基本権、（三）第三巻：国家の平時外

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（74－4－242）　！024



F92　74　｝losei　Kenl〈yu　（2007）

　　　　交権、（四）第四巻：戦時国際法、三、『萬国公法』の伝来とその影響、（一）

　　　　版本検討、（二）伝来時期、（三）初期開化派の『萬国公法』の受容と理解、

　　　　四、結び

を望～ぎ、『看論断…梱困ヌ｝入トな：暑。｝入｝6｝翌刈遇暑7回皇呈ol査壮叫碧音剤』

　　　　　（場所の国際政治思想：東アジア秩序変動期の横井小楠と金試植）ソウル

　　　　大学出版部（2002年）。

層潮フ1、「尋望幸堂釜号朗る恐胡露訳暑司般電｝望社潮出漁斗ユ91ロ］」（韓ff修

　　　　好条規の条文解釈をめぐる韓ヨ聞の論戦とその意味）『開港期韓国における

　　　　不平等条約の実態と朝鮮・大韓帝国の対応』Korea　R）undation二〇〇一年

　　　　度共同研究プロジェクト研究成果報告書（研究代表者：柳原正治）（2002

　　　　年）。

　　　　：一、問題の提起、二、国家の性格の差異：国際法的知識格差の現況、三、

　　　　朝鮮国の現象打開のための努力とその内容、四、国際法知識の格差：半中

　　　　心部と周辺部

ww一
iSim　｝｛ui－gi），　“Byu£al　1“ternai　Stygggle　against　Extemal　lmperiagism：　The

　　　　Initial　Phases　in　the　ReceptioR　of　Westeyn　Law　into　Korean　Society　in　the

　　　　189es”，　in　Stolleis　＆　Yanagihara　eds．，　Eesst　Asian　ana　EeeroPean　PersPectives　on

　　　　International　Law，　NeMOS　Verlagsgese｝lschaft　（2ee4）．

李根寛、「号紙入｝o｝司石高弁二号刈摺鱗奈血止普釜エ暑＿“豊自著唱”朗一雨畠

　　　　善止立呈」（東アジアにおけるヨーロッパ国際法の受容に関する一考察：『萬

　　　　国公法Sの翻訳を中心に）『ソウル国際法研究』第九二二号（2002年〉。

　　　　　一、はじめに、二、『萬国公法』の翻訳に関する先行研究の批判的検：討、

　　　　三、『出国公法』の翻訳者はだれかという問題（translatorship）とそのイン

　　　　プリケーション、四、『萬国公法3の内容の最終的決定者としてのマーチン、

　　　　五、結び

　　　　、「扇島苓暑。手入10㍗号刈馨λ『91豊層朔肩薯1876豊孟望幸堂呈冊一苛L桝

　　　　刃痴話ユ嚢」（伝統的東アジア国際秩序の観点からみた一八七六年朝日修

　　　好条規：一つの試論的考察）『ソウル国際法研究』第十一巻一号（2004年）。

　　　　　一、はじめに、二、一一八七六年朝日修好条規とその以前の時期に締結さ

1023　（74－4－241）
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　　　　れた諸条約との比較、三、伝統的な東アジア国際秩序の観点から見た一八

　　　　七六年朝日修好条規の（不）連続性、四、結びにかえて

一一一一一一 A「晶晶李漢基瞬舜潮國際法學釧再照明：暑。囚叫号禰噌午薯舜朔

　　　　司尋望子丸瓦想豆豆」（七堂李漢基博士の国際法に対する再照明：菓アジ

　　　　ア国際法受容史に対する研究を中心に）『ソウル国際法研究』第十二巻一号

　　　　（2005年）。

　　　　：一、序論、二、箕堂先生の東アジア国際法受容史研究に対する試論的検

　　　　討、三、箕堂先生の国際法観形成に影響を及ぼした知的諸潮流に対する検

　　　　討、←）民族主義的志向、（二）一九四〇年代初期日本国際法学の影響、

　　　　（三）アメリカ国際法学の影響、四、結びにかえて

　　　　（Lee　Keun－Gwan），　“The　Chrysafitkemgm　and　the　（S）　Word：　A　Story　of　the

　　　　Translation　aRd　CircuEation　of　lnternatiomai　Legag　’rerms　iR　East　Asia”，　Lecture

　　　　at旗e馳。礁且ty　of　Law；Kyus蝕腿U鷺iverslty　Guly　8，2◎05）．

　　　　；　（1）　littreduction，　（2）　A　BTief　everview　of　the　1）revious　Study　on　the

　　　　冥抽slatlO船至論㎎卿go％還瓶（3）The　ProbRegn　of　Translatorship　of　Wes多eggmo

　　　　gongfa，　（4）　Martin　as　the　Finai　Arbiter　of　SubsSantive　Merphogogy　ef　Wanggmo

　　　　gongfa，　（5）　Lexical　aRd　Liitguistic　Aspect　of　3apan’s　Ascendancy　in　East　Asia，

　　　　（6）　Cencluding　Remarks

召潮剤、障｝号三寸韓7胴王子一眠遭♀欄導督1釜」（韓国における条約概念の導

　　　　入：全権委任と批准）『ソウル国際法研究g第十六二号（2003年）。

　　　　＝一、序論、二1、近代西欧条約体制とユ9世紀東アジア、（一）条約の概念：

　　　　全権委任と批准、（二）中国と日本の受容、三、全権委任、（一）導入：江

　　　　華島会談、（二）理解：修信使および領選使の派遣、（三）定着：韓米修好

　　　　条約交渉と宮島使の派遣、四、批准、（一）衝突：江華島会談、（二）混乱：

　　　　一遇修好条約の締結、（三）受容：韓：米修好条約および日本との続約の締結、

　　　　五、結論

忍舟司、「モ蛸正号潮手心賦払』」（近代韓：国の主権概念）『世界政治』第二五輯二号

　　　　（2004年）。

　　　　：一、序論、二、概念の導入と使用、三、観念の受容と変容、四、結論と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（74－4－24e）　1022



F94　74　1｛［osei　Kenkyu　（20e7）

　　　　現代的意味

ぞ電謬、「パ糾：71母刈召洞潮望．暑：叫壁尋『晋唱　（尋刈唱）gl午暑」（開化期国際秩

　　　　序の変動と萬国公法（国際法）の受容）韓国国際政治学会、二〇〇四年度

　　　　年例学術会議、報告論文集（2004年）。

　　　　、「モ頑笹号鱗λ臼干子司号井懇曙望召コ｝幸薯：子謡鷲“魁号暑感”9］

　　　　怨謝舛手遇用嘱潮牛薯暑奇碧立量」（近代韓国の西欧近代国家像の認識

　　　　と受容：1日韓末『萬国公法』の伝来と主権概念の受容を中心に）高麗大学

　　　　平和研究所、重点課題学術ワークショップ（「東北アジアの近代的変動と脱

　　　　近代志向」（2004年12月17嗣報告）。

　　　　：一、はじめに、二、西欧近代国家像の伝播と近代国際法書籍の翻訳、（一）

　　　　西欧近代国家の登場と主権概念の形成、1．西欧近代国家の登場と特性、

　　　　2．近代的主権概念の形成と近代国際関係、（二：）西欧国際法の発達と『萬

　　　　国公法gの翻訳、1．西欧文明観の拡散と！9世紀ヨーロッパ国際法の特性、

　　　　2．萬国公法（国際法）書籍の翻訳と西欧中心的価値観の反映、三、旧韓

　　　　末朝鮮の西欧近代国際法の受容と萬国公法観、（一）『萬国公法』翻訳本の

　　　　伝来と韓国への紹介、（二）朝鮮知識人達の萬国公法観の展開と諸類型、1．

　　　　萬国公法の受容・活用論、2．萬国公法の不信・拒否論、3．萬国公法の

　　　　遵守・活用論、四、朝鮮の近代主権概念の認識と自主独立の模索、（一）一

　　　　八八○年代西欧主権概念の紹介と理解、（二）一八八○年代朝鮮の対西欧修

　　　　好と対清自主独立の模索、（三）常駐外交使節の派遣と主権概念の援用、五、

　　　　結び

　　　　、「浦糾フ1魁号暑唱91週謝9｝層子暑ql手週号井91望剤：1880翌朝フ｝1聾叫到

　　　　手週7胴到冷薯書看唱立呈」（開化期萬国公法の伝来と西欧近代主権国

　　　　家の認識：一八八○年代開化派の主権概念の受容を中心に）『精神文化研究』

　　　　第二八巻一号（2005年）。

　　　　　一、はじめに、二、西欧近代主権概念の形成と近代国際法の発達、三、

　　　　開化期萬国公法の伝来と西欧近代主権国家像の紹介、四、開化期朝鮮の近

　　　　代国家主権概念の認識と自主独立の模索、五、結び

9（習唱、「端奄草蛙母暑嘱望司潮柔◇｝」（開港後萬国公法の認識の推移）『東方学

1021　（74－4－239）
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　　　　誌』第一二四号（2004年）。

　　　　　一、はじめに、二、開港後萬国公法の受容とその性格、（一）門戸開放政

　　　　策の推進と萬国公法の受容、（二）マーチン訳萬国公法書の儒教的性格と受

　　　　容主体の立場、三、一八八○年代両載体制の錯綜と萬国公法の活用、（一）

　　　　朝米修好通商条約の締結と萬国公法の最初の活用、（二）イギリスの巨文島

　　　　占拠に対する撒回の要求と朝鮮中立化論の提起、四、大韓帝国期の自主政

　　　　策と萬国公法の活用、（一）称帝建元及び「大韓国国制」の頒布、（二）朝

　　　　鮮中立化政策の推進と密使外交の展開、五、乙巳条約前後萬国公法の活用

　　　　と批判的公法認識の台頭、（一）上帝侵略の糾弾及び条約の亡国無効化要求、

　　　　（二）萬国公法の虚構性と侵略性の批判、六、結び

朴培根、ヂ暑叫べ減号刈唱午喜7回蚤翌到号畷噛溝ス1♀回1三碧望エ」（東アジ

　　　　ア国際法受容期の朝鮮における国際法的地位に関する一考）『ソウル国際法

　　　　研究2第十一巻一一号（2004年）。

　　　　　一、はじめに、二、朝貢体制と朝鮮の地位、三、西洋の朝鮮来航と宗主

　　　　問題、四、修好条約上の朝鮮の地位、（一）修好条約締結の法的意義、（二）

　　　　高目修好条規、（三）朝B修好条規、（四）韓米修好通商条約、五、結び

　　　　、「釜ぞ・芝｝望山号早零茎困明1三三鵯エ：尋ぞ二号三三肉吾酒回甚三明囚」

　　　　（韓：中商民水陸貿易章程に関する一考：韓中の国際法的関係の観点から）

　　　　日韓国際法史学術ワークショップ（九州大学、2005年2月19臼報告）。

　　　　：一、序論、二、章程締結の背景、三、章程の内容、四、章程の法的性格、

　　　　（一〉条約性、（二）不平等性、（三）第三国との関係、五、結び

音（蓼三、「“唾母三唱”ol］司三三善＿三号モ司皇7】二三學遇零三冠舜調回1

　　　　二二エ冠」（『萬国公法』に対する試論：中国近代初期の西学翻訳の一つの

　　　　事例に対する考察）『二世学術論集函第四一号（2005年）。

　　　　　一、はじめに、二、19世紀半ばをめぐる言語的地形、（一）『萬国公法』

　　　　以前までの西欧との言語的接触、（二）西欧という他者との力関係変化、三、

　　　　『萬国公法』と「普遍」の普及、（一）『国際法の要素』（Elements　of

　　　　IRternational　Law）と『萬国公法』、（二）「普遍」の陥穽：近代的西欧普遍

　　　　主義のf流通」（circugation）、（三）前近代的「普遍」との「石礼、四、結
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　　　　びにかえて

　　　　、謄号モ朝室フ1忍蘇電噸唱子一“壁苛署唱”遇望入圃暑秀層立呈』

　　　　　（中国近代初期における西学翻訳の研究：『萬国公法ltの翻訳事例を中心に）

　　　　（延世大学、中語中文学科博士論文、2005年）。

　　　　：一、序論、（一）問題意識および方法論、1．近代という時空間に対する

　　　　根本的省察、2．「暑司妻燧刈旦フ初のためのいくつかの前提、（二）研

　　　　究の対象及び範囲、1．東アジア言語空間と中国、2．19世紀半ばの近代

　　　　初期という時空間、3．「夷学」・「西学」、4．『萬国公法gの談論史的意味、

　　　　（三）既存研究の動向及び研究方向、二、前近代言語空間の亀裂、（一）前

　　　　近代言語空問における翻訳、1．バーベルと三二：二つの異質的言語空間

　　　　の原型、2．駅」の起源、3．「西域」から来た諸テキストと「翻訳」と

　　　　いう概念の起源、4．「西洋」から来た諸テキストと西学翻訳のはじめ、（二）

　　　　！9世紀前半期の西欧による標準プロトコルの準備、1．言語・文化的接触

　　　　機会の拡大、2．西欧におけるSinology（中国学）の形成、3．新教宣教

　　　　湿たちによる翻訳プロトコルの個別的準備段階、4．西欧言語との二重語

　　　　辞典とプロトコル、（三）小結、三、言語・文化的力関係の変化と翻訳の「発

　　　　見」、（一）力関係の顛倒と翻訳のシステムの形成、！．宮立翻訳教育機構：

　　　　同文館、2．三二専門翻訳機構：江南製造局翻訳館、3．民間宣教団体に

　　　　よる近代的翻訳普及システムの初期形成、（二）近代翻訳の「発見」と近代

　　　　的知識・談論の流通、1．近代初期の翻訳成果と近代談論の初期形成、2．

　　　　翻訳語の仮説的等価化、3．翻訳と表象談論の再配置：世界表象に関して、

　　　　（三）小結、四、謬萬国公法』：通約不可能性と翻訳可能性の間、（一）二つ

　　　　の異質的「表象空間」と通約訳不可能性、1．中国の前近代的「表象空回」

　　　　と関係論的秩序談論、2．Egemenls　Ofinternational　Lawを通じて見た近代西

　　　　欧の国際法談論（二＞Elements　Of　lnternetionel　Lazvから『萬国公法9へ、

　　　　1．『萬国公法』が出るまで、2．『萬国公法』翻訳の形式上の諸特徴、（三）

　　　　『萬国公法』の翻訳とその量価的意味：従属化と混種化、1．西欧近代国

　　　　際法流通の産物としての『萬国公法』、2。伝統的世界表象表象と西欧近代

　　　　国際法表象の混種化、3．近代翻訳語に内在した混種性、（四）「萬国公法j
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！9世紀東アジアにおけるヨー一一・mッパ圏際法の受容（完）　F97

から「国際法」へ：H本への旅行、1．猛萬国公法」流入の前史、2．西学

の流入の二重参照体系、3．日本式漢字翻訳語の東アジアにおけるヘゲモ

ニーの形成、（五）小結、五、結論

＊　最後に、論文作成の過程で見落とされたり、論文完成の後で発見されたり、ま

たは論文完成の後で出版されたりしたいくつかの沖国」の資料を以下のように

追加したい。特に、最近出版された張醗明の論文（2007）は、中国の学者達のこ：

のテーマに関する20年間の研究をまとめて分析している優れた論文である。ぜひ

参照されたい。冒し、残念ながらこの論文は本稿の完成の後で刊行されたので、

本稿では取りkげることはできなかった。

斎永宏：《捻洋劣面出中国人的国阪政治規念》，《溶融月刊》1997年第12期。

　　　　　（D鰍槍国防1局勢，L“春秋岐国”槍，2．多角度地双槍邸綱題，（2）

　　　　美注意称公法，1．“宜与干万国公法”槍，2．“公法不足持”沿，（3）滋雨

察永明：《洋盤思想家与近代外交規念雨滴播》，《濠州取豊大学学振》2001年第3期。

王健：《中国近代的法律：教育》，中国政法大学鐵版社2001年版。

王政黎：《儒家民族主文面一王稲的国防法思想》，《現代法学》20G2年4月第24巻第2

　　　　期。

　　　　：《国隊法一念与現代中国法律改制》，《郊州大学学振（哲学社会科学版）》

　　　　2003年7月第36巻第4期。

隊策：《三才常公法交渉思想焔心》，《天水師萢学院学撮》2004年2月第24巻第1期。

張出明、王黎明：《近代国振法与林則徐禁姻》，《滝州師萢大学一振（哲学社会科学版）》

　　　　2005年第4期（恵第57期）。

修志君：《筒槍近代国防法紺中国的山繭》，《法律這用》2005年第10期。

　　　　　（！）近代副琢法対中国的主要影痢表現在溶政府対嘗的這用，（2）近代国豚

　　　　法対中国的影噛也表現在政府官員和学者対官的玖枳和坪紛，（3）近代国防法

　　　　対中国的高義感受慮外国人回国隊法輸入中国嘉応度的制釣，（4）結束薦

熊命輝：《袷邦〉硯慶的国防法思想》，《霜露工学学院島根》2005年3月第19巻第2期。

　　　　　（！）邦覗庇国財ξ法思想的房史淵源，（2）郊規応国防法思想体系，（3）鯖沼
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黄俊隼：《李鴻章的国阪法意沢与琉球宗主枳的喪失》，《郊州航空工並管理学院学扱（社

　　　　会科学版）》2005年6ff第24省…第3期。

　　　　　（1）李鴻章的国除法意渉1，（2）国隊法在琉球同題上的這用，（3）琉球自主与

　　　　宗主枚的喪失，（4）対李鴻章姪理琉球向題的評扮

郭淵：《M近代国詠法看晩清政府対南海紋益的推炉》，《求索》20G7年第2期。

　　　　　（1）南海地籔危机与晩清政麻鮭耕海枚之挙，（2）晩清政府在宴践中対国阪

　　　　法的遮用，（3）晩清政府多樹ブ梅枚之挙的坊史和現宴思考

彊玉明：《近二十年晩清国防法研究的園顧与前謄》，《法律文献信息与研究》2007年第

　　　　3期。

　　　　　（！）研究籔起，（2）学木前沿，1．近代国隊法的輸入向題，2．美干林凋

　　　　徐翻澤国阪法，3．丁題良与国隊法双峰，4．晩清知恢分子対国豚法的杁

　　　　淑与恣度，5．国隊法対晩清外交的影晦，（3）趨勢前謄，1．加彊資料整理

　　　　和史料研究，2．枳板探索理槍与方法，3．打破学科界限，整合学科伐勢，

　　　　4．升拓研究視角，拓寛研究領域
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